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　人権擁護委員の藤田　洋　氏が、多年にわたり地域住

民の人権の擁護と人権思想の普及高揚に貢献された功

績により、法務大臣から感謝状が贈呈されました。

場所：町長室
人権思想の普及高揚に貢献12

15
場所：町役場駐車場、町文化センター

　平成28年藤崎町消防出初式において、雪の降る中で
機械点検や分列行進などが行われました。団員たちは、

災害のない明るい１年になることを祈りつつ、今年の

防災活動に対する決意を新たにしていました。

災害のない１年を願って１
10

　俵舛、下俵舛、柏木堰の３町内合同で毎年恒例の年

縄奉納行事が行われました。参加者が年縄を担いで３

町内を練り歩いた後、柏木堰地区にある崇染宮に奉納

し、五穀豊穣や家内安全を祈願しました。

場所：崇染宮
地域の伝統を継承して１

１

選
挙
制
度
に
つ
い
て

選
挙
制
度
に
つ
い
て

①
投
票
率
向
上
お
よ
び

①
投
票
率
向
上
お
よ
び
1818
歳
以
上
の

歳
以
上
の

有
権
者
数
と
具
体
的
施
策
に
つ
い
て

有
権
者
数
と
具
体
的
施
策
に
つ
い
て

②
投
票
時
間
の
短
縮
等
に
つ
い
て

②
投
票
時
間
の
短
縮
等
に
つ
い
て

①
18
歳
お
よ
び
19
歳
の
有
権

者
は
、
12
月
１
日
現
在
で
、

男
１
３
５
名
、
女
１
３
３
名
、
合
計

２
６
８
名
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

投
票
率
向
上
に
つ
い
て
は
、
大
き
な

問
題
と
な
っ
て
お
り
、
県
選
挙
管
理
委

員
会
か
ら
も
投
票
率
向
上
に
向
け
た
施

策
を
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
来
る
参
議

院
議
員
選
挙
に
向
け
、
対
応
策
を
検
討

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
ま

た
、
18
歳
お
よ
び
19
歳
の
新
し
く
有
権

者
と
な
る
方
に
対
し
て
は
、
ダ
イ
レ
ク

ト
メ
ー
ル
等
で
選
挙
啓
発
を
図
っ
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

補
正
予
算

■
一
般
会
計

制
度
改
正
や
中
途
入
所
児
童
の
増
に

よ
る
保
育
所
運
営
費
の
追
加
、
農
業

集
落
排
水
事
業
の
安
定
的
な
事
業
運

営
の
た
め
の
経
費
追
加
を
中
心
に
、

歳
入
歳
出
と
も
に
３
億
３
８
７
３
万

３
千
円
が
追
加
さ
れ
ま
し
た
。

■
特
別
会
計

・
国
民
健
康
保
険(

事
業
勘
定)　
　

　

特
別
会
計　

歳
入
歳
出
と
も　
　

　

５
１
４
５
万
円
追
加

・
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

　

歳
入
歳
出
と
も　
　
　
　
　
　
　

　

１
４
２
万
６
千
円
減
額

・
介
護
保
険(

事
業
勘
定)

特
別
会
計

　

歳
入
歳
出
と
も

　

２
４
６
９
万
２
千
円
追
加

・
水
道
事
業
会
計

　

収
益
的
収
支

　

収
入
支
出
と
も
30
万
３
千
円
追
加

　

資
本
的
収
支

　

収
入
８
１
８
９
万
減
額

　

支
出
１
０
１
３
万
４
千
円
減
額

・
下
水
道
事
業
会
計

　

収
益
的
収
支

　

変
更
な
し(

委
託
料
の
調
整)

　

資
本
的
収
支

　

収
入
８
０
８
９
万
円
追
加

　

支
出
８
４
３
７
万
２
千
円
減
額

一 

般 

質 

問

　

平
成
27
年
12
月
４
日
か
ら
10
日
ま
で
、
平
成
27
年
第
４
回
藤
崎
町
議
会

定
例
会
が
開
か
れ
、
報
告
１
件
、
議
案
17
件
に
つ
い
て
審
議
し
、
承
認
お

よ
び
原
案
通
り
可
決
し
、
閉
会
し
ま
し
た
。

平
成
27
年
第
４
回　

議
会
定
例
会

会
期 

12
月
４
日
〜
10
日
の
７
日
間

審議された議案の案件および内容審議された議案の案件および内容

■報告

・・専決処分した事項の報告及び承認を求めるの件(平成27年度藤崎町水道事業特別会計

補正予算(第３回))

■議案

・藤崎町教育委員会教育長の任命の件

・・藤崎町行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法律に基

づく個人番号の利用に関する条例案

・・藤崎町情報公開条例の一部を改正する条例案

・・藤崎町特別災害による被害者に対する町税減免の特別措置に関する条例の一部を改正

する条例案

・・藤崎町介護保険条例の一部を改正する条例案

・・藤崎町税条例等の一部を改正する条例案

・・藤崎町国民健康保険税条例の一部を改正する条例の一部を改正する条例案

・・藤崎町老人福祉センター条例の一部を改正する条例案

・・黒石地区清掃施設組合の共同処理する事務の変更及び黒石地区清掃施設組合規約の変

更について

・・弘前地区環境整備事務組合の共同処理する事務の変更に伴う財産処分について

・・藤崎町農産物直売施設の指定管理者の指定の件

・・平成27年度藤崎町一般会計補正予算(第４回)案

・・平成27年度藤崎町国民健康保険(事業勘定)特別会計補正予算(第３回)案

・・平成27年度藤崎町後期高齢者医療特別会計補正予算(第２回)案

・・平成27年度藤崎町介護保険(事業勘定)特別会計補正予算(第３回)案

・・平成27年度藤崎町水道事業会計補正予算(第４回)案

・・平成27年度藤崎町下水道事業会計補正予算(第３回)案

町
行
政
の
運
営
に
つ
い
て

町
行
政
の
運
営
に
つ
い
て

 

問

 

答

吉
村　

忠
男 

議
員

平成27年第４回　議会定例会

場所：藤崎中央小学校

　埼玉西武ライオンズで活躍中の渡辺直人選手による野

球教室が開催され、町内の小中学生が参加しました。渡

辺さんは開会式で「自分の技術や野球に対する考え方を

伝えたい」と話し、子どもたちは守備や打撃の技術をひと

つでも多く身につけようと練習に取り組んでいました。

未来の一流選手を目指して12
13

場所：町長室

　ユアテック株式会社弘前営業所から白色ＬＥＤの街路

灯５基が寄贈され、その贈呈式が行われました。今回寄

贈された街路灯は１月中に町内に設置されました。

安全で明るい町のために12
14

　平成27年藤崎町叙勲受章祝賀会が開催され、平成27
年に叙勲を受章した工藤　勝　氏、石澤　　德　氏、髙

木　清美　氏をお祝いしました。受章者の方々は「これ

までの経験を生かしてこれからも地域のために頑張り

たい」と話していました。

場所：町文化センター
叙勲の栄誉を讃えて12

23
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名
い
ま
す
。

　

現
在
、
災
害
等
に
よ
り
緊
急
的
に

入
居
さ
れ
る
方
の
た
め
に
数
戸
の
空

き
家
を
確
保
し
て
い
る
こ
と
と
、
水

上
団
地
整
備
に
よ
り
水
木
第
２
団
地

の
建
設
中
に
伴
う
住
み
替
え
を
行
っ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
一
部
の
町
営
住

宅
の
入
居
公
募
を
調
整
し
て
い
ま
す

が
、
早
期
に
入
居
待
機
者
を
解
消
す

る
よ
う
に
検
討
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

交
通
安
全
対
策
と
各
種
案
内

交
通
安
全
対
策
と
各
種
案
内

看
板
設
置
に
つ
い
て

看
板
設
置
に
つ
い
て

①
県
道
常
盤
地
区
の
温
泉
入
口
拡
幅

①
県
道
常
盤
地
区
の
温
泉
入
口
拡
幅

に
つ
い
て

に
つ
い
て

②
冬
期
間
の
地
下
道
の
通
行
の
安
全

②
冬
期
間
の
地
下
道
の
通
行
の
安
全

確
保
に
つ
い
て

確
保
に
つ
い
て

③
町
内
の
各
種
案
内
看
板
設
置
に
つ

③
町
内
の
各
種
案
内
看
板
設
置
に
つ

い
て
い
て

①
県
道
五
所
川
原
黒
石
線
と

①
県
道
五
所
川
原
黒
石
線
と

町
道
常
盤
福
祉
セ
ン
タ
ー
通

町
道
常
盤
福
祉
セ
ン
タ
ー
通

線
の
交
差
点
は
、
町
道
側
が
狭
く
、
両

線
の
交
差
点
は
、
町
道
側
が
狭
く
、
両

側
に
建
物
や
立
木
が
あ
り
、
通
行
が

側
に
建
物
や
立
木
が
あ
り
、
通
行
が

容
易
で
な
い
状
態
で
す
。
し
た
が
っ
て
、

容
易
で
な
い
状
態
で
す
。
し
た
が
っ
て
、

交
差
点
入
口
付
近
を
拡
幅
し
た
だ
け
で

交
差
点
入
口
付
近
を
拡
幅
し
た
だ
け
で

は
、
全
体
的
に
み
る
と
通
行
の
障
害
が

は
、
全
体
的
に
み
る
と
通
行
の
障
害
が

解
消
し
な
い
と
思
わ
れ
ま
す

解
消
し
な
い
と
思
わ
れ
ま
す
。。

　　

し
か
し
、
厳
し
い
財
政
状
況
の
な

し
か
し
、
厳
し
い
財
政
状
況
の
な

か
、
い
ろ
い
ろ
な
事
業
の
見
直
し
を
迫

か
、
い
ろ
い
ろ
な
事
業
の
見
直
し
を
迫

ら
れ
て
い
る
時
期
で
も
あ
り
、
住
宅
地

ら
れ
て
い
る
時
期
で
も
あ
り
、
住
宅
地

に
お
け
る
町
道
全
体
の
拡
幅
事
業
は
非

に
お
け
る
町
道
全
体
の
拡
幅
事
業
は
非

常
に
困
難
だ
と
考
え
て
い
ま
す

常
に
困
難
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。。

　

今
後
は
、
通
行
に
関
し
て
注
意
を

　

今
後
は
、
通
行
に
関
し
て
注
意
を

促
す
看
板
設
置
等
の
検
討
を
す
る
と

促
す
看
板
設
置
等
の
検
討
を
す
る
と

と
も
に
、
運
転
者
の
方
々
に
ゆ
ず
り

と
も
に
、
運
転
者
の
方
々
に
ゆ
ず
り

あ
い
の
気
持
ち
を
持
っ
て
、
歩
行
者

あ
い
の
気
持
ち
を
持
っ
て
、
歩
行
者

②
10
月
４
日
に
行
わ
れ
た
、
町
長

選
挙
・
町
議
会
議
員
選
挙
に
お
い

て
、
午
後
６
時
以
降
に
投
票
し
た
方
が

１
３
８
３
名
、
午
後
７
時
以
降
に
投
票

し
た
方
が
５
８
９
名
い
ま
し
た
。

　

こ
う
い
っ
た
状
況
か
ら
投
票
時
間

の
短
縮
に
つ
い
て
は
、
午
後
８
時
ま
で

の
投
票
が
定
着
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る

こ
と
か
ら
難
し
い
も
の
と
考
え
ま
す
。

少
子
化
対
策
に
つ
い
て

少
子
化
対
策
に
つ
い
て

①
子
育
て
支
援
の
た
め
の
保
育
料
無

①
子
育
て
支
援
の
た
め
の
保
育
料
無

料
化
な
ど
に
つ
い
て

料
化
な
ど
に
つ
い
て

①①
保
育
料
の
無
料
化
に
つ
い

て
は
、
保
育
料
負
担
を
軽
減

す
る
こ
と
に
よ
り
、
親
が
安
心
し
て

子
ど
も
を
生
み
育
て
る
こ
と
が
で
き

る
環
境
づ
く
り
の
た
め
、
現
在
町
で

は
、
第
３
子
以
降
の
保
育
料
を
２
階

層
か
ら
４
階
層
の
世
帯
で
は
無
料
と

し
、
５
階
層
か
ら
８
階
層
の
世
帯
で

は
５
割
軽
減
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

将
来
的
に
は
町
の
財
政
状
況
を
勘

案
し
な
が
ら
、
無
料
化
に
つ
い
て
検

討
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

子
育
て
支
援
全
般
の
拡
充
に
つ
い

て
も
、
国
お
よ
び
県
へ
の
働
き
か
け

を
強
化
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

町
営
住
宅
に
つ
い
て

町
営
住
宅
に
つ
い
て

①
今
後
の
計
画
に
つ
い
て

①
今
後
の
計
画
に
つ
い
て

②②
家
賃
延
滞
者
の
件
数
、
金
額
に
つ
い
て

家
賃
延
滞
者
の
件
数
、
金
額
に
つ
い
て

③
入
居
待
機
者
に
つ
い
て

③
入
居
待
機
者
に
つ
い
て

①
社
会
資
本
整
備
総
合
交
付

金
を
活
用
す
る
公
営
住
宅
建

平成27年第４回　議会定例会

設
に
は
、
町
が
公
営
住
宅
等
長
寿
命

化
計
画
を
策
定
し
て
い
る
こ
と
が
必

要
と
な
り
ま
す
。

　

水
上
団
地
に
つ
い
て
は
、
建
替
と

し
て
計
画
し
て
お
り
、
平
成
25
年
度

よ
り
順
次
整
備
し
て
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
西
田
第
二
団
地
お
よ
び
亀
田

団
地
に
お
い
て
も
建
替
を
計
画
し
て
お

り
、
水
上
団
地
の
整
備
状
況
を
見
極
め
、

順
次
検
討
を
行
う
予
定
で
す
。

　

な
お
、
み
ど
り
団
地
お
よ
び
、
し

ら
か
ば
団
地
に
つ
い
て
は
、
耐
用
年

数
に
よ
る
管
理
期
間
が
30
年
ほ
ど

残
っ
て
い
ま
す
。
公
営
住
宅
等
長
寿

命
化
計
画
で
は
、
個
別
改
善
ま
た
は

維
持
管
理
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
老

朽
化
が
目
立
っ
て
き
て
い
る
こ
と
か

ら
、
計
画
の
見
直
し
も
視
野
に
入
れ

な
が
ら
対
応
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

②
家
賃
が
未
納
と
な
っ
て
い
る
方
に

は
、
督
促
状
や
催
告
書
の
交
付
、
納

付
指
導
に
よ
り
長
期
滞
納
者
と
な
ら

な
い
よ
う
に
対
応
し
て
い
ま
す
が
、

最
終
的
に
納
付
に
応
じ
な
い
方
に
対

し
て
は
、
明
渡
請
求
等
の
手
続
き
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

家
賃
滞
納
の
内
容
は
、
平
成
26
年

度
決
算
時
点
の
団
地
全
体
で
は
、
合

計
25
件
９
５
２
万
６
９
０
０
円
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
引
き
続
き
、
町
営
住
宅
の

家
賃
滞
納
額
が
増
え
な
い
よ
う
に
対

応
し
て
い
き
ま
す
。

③
入
居
申
請
後
に
待
機
状
態
と
な
っ

て
い
る
方
は
、
団
地
全
体
で
合
計
12

の
安
全
を
第
一
に
考
え
た
運
転
を
お

の
安
全
を
第
一
に
考
え
た
運
転
を
お

願
い
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

願
い
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

②
当
町
で
地
下
道
と
し
て
利
用
さ
れ

て
い
る
も
の
が
、
４
か
所
あ
り
ま
す
。

そ
の
う
ち
車
両
が
通
行
で
き
る
地
下

道
は
常
盤
地
下
道
の
み
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

常
盤
地
下
道
に
つ
い
て
は
、
出
入

口
の
勾
配
や
途
中
が
カ
ー
ブ
に
な
っ

て
お
り
、
ス
リ
ッ
プ
等
に
よ
る
車
両

事
故
が
発
生
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、

事
故
防
止
の
た
め
平
成
24
年
度
に
地

下
道
の
一
部
に
お
い
て
ロ
ー
ド
ヒ
ー

テ
ィ
ン
グ
工
事
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
冬
期
間
は
出
入
口
付
近
な

ど
に
必
要
に
応
じ
て
融
雪
剤
を
散
布

し
、
車
両
の
通
行
に
支
障
が
出
な
い

よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
運
転
者
の

方
々
に
は
、
ト
ン
ネ
ル
内
の
走
行
で

は
、
ラ
イ
ト
の
点
灯
や
十
分
な
車
間

距
離
を
と
る
な
ど
の
自
主
的
な
対
応

を
お
願
い
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

③
町
内
各
施
設
の
案
内
看
板
は
、
旧
国

道
に
は
９
か
所
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
新

国
道
７
号
線
に
は
、
地
域
を
示
す
も
の

が
３
か
所
、
施
設
を
示
す
も
の
が
３
か

所
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

藤
崎
町
を
発
信
す
る
意
味
で
も
、

案
内
看
板
の
設
置
に
つ
い
て
は
有
効

と
考
え
る
の
で
、
関
係
機
関
と
協
議

を
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

若
柳
地
区
集
会
所
の
水
洗
化

若
柳
地
区
集
会
所
の
水
洗
化

に
つ
い
て

に
つ
い
て

若
柳
地
区
の
集
会
所
は
、

町
内
会
が
所
有
す
る
集
会

所
と
な
っ
て
お
り
、
町
内
に
は
こ
う

い
っ
た
町
内
会
所
有
の
集
会
所
が
15

か
所
あ
り
ま
す
。

　

ト
イ
レ
の
水
洗
化
に
つ
い
て
は
、

現
在
４
か
所
の
集
会
所
で
行
わ
れ
て

い
な
い
状
況
で
す
。
ま
た
、
平
成
22

年
度
、
平
成
23
年
度
に
国
の
経
済
対

策
を
基
に
実
施
さ
れ
た
事
業
に
お
い

て
、
地
元
負
担
を
い
た
だ
き
な
が
ら

洋
式
の
水
洗
ト
イ
レ
に
変
更
し
た
町

内
も
３
か
所
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
う

い
っ
た
集
会
所
全
体
の
均
衡
を
図
る

中
で
検
討
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

農
業
振
興
対
策
に
つ
い
て

農
業
振
興
対
策
に
つ
い
て

①
町
農
産
物
拠
点
施
設
の
現
在
の
進

①
町
農
産
物
拠
点
施
設
の
現
在
の
進

捗
状
況
に
つ
い
て

捗
状
況
に
つ
い
て

②
り
ん
ご
ジ
ュ
ー
ス
で
乾
杯
す
る
条

②
り
ん
ご
ジ
ュ
ー
ス
で
乾
杯
す
る
条

例
を
制
定
し
ま
し
ょ
う

例
を
制
定
し
ま
し
ょ
う

①
町
農
産
物
拠
点
づ
く
り

に
つ
い
て
は
、
平
成
24
年

度
は
若
手
職
員
に
よ
る
必
要
性
の
検

討
、
平
成
25
年
度
に
は
各
種
団
体
の

代
表
者
を
交
え
た
方
向
性
の
検
討
、

そ
し
て
昨
年
度
は
外
部
コ
ン
サ
ル
タ

ン
ト
に
よ
る
市
場
商
圏
調
査
の
実
施

お
よ
び
農
産
物
拠
点
づ
く
り
基
本
構

想
書
を
策
定
し
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
、
新
た
に
各
分
野
の
代

表
者
や
外
部
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に
よ
る
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問

 

問

 

答 産
業
振
興
に
つ
い
て

産
業
振
興
に
つ
い
て

奈
良　

完
治 

議
員

こ
と
か
ら
、
藤
崎
産
り
ん
ご
ブ
ラ
ン

ド
商
品
の
販
売
戦
略
や
り
ん
ご
「
ふ

じ
」
の
消
費
拡
大
を
図
っ
て
い
く
中

で
、
「
乾
杯
条
例
」
が
必
要
で
あ
る

か
ど
う
か
十
分
検
討
し
、
判
断
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

藤
崎
町
健
康
宣
言
に
つ
い
て

藤
崎
町
健
康
宣
言
に
つ
い
て

①
具
体
的
な
方
向
性
、
取
り
組
み
に

①
具
体
的
な
方
向
性
、
取
り
組
み
に

つ
い
て

つ
い
て

①
ま
ず
、
11
月
22
日
の
ふ
じ

さ
き
秋
ま
つ
り
事
業
の
一
環

と
し
て
、「
藤
崎
町
健
康
宣
言
町
民
の

集
い
」
が
、
議
員
の
皆
様
を
は
じ
め
、

３
０
０
名
以
上
の
町
民
に
ご
参
加
い

た
だ
き
、
無
事
に
開
催
で
き
た
こ
と
に
、

深
く
感
謝
と
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
町
で
は
、
食
・
運
動
・
健

診
を
健
康
づ
く
り
の
柱
に
据
え
、
健

康
推
進
員
と
食
生
活
改
善
推
進
員
が

中
心
と
な
り
、
草
の
根
的
に
活
動
を

実
践
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
体
育
協
会
の
協
力
に
よ
る

チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
や
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

教
室
、
町
民
運
動
会
の
開
催
は
、
運

動
の
大
切
さ
の
意
識
付
け
に
大
き
く

寄
与
し
て
い
る
も
の
と
高
く
評
価
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

平
成
25
年
度
の
特
定
健
診
の
受
診

率
は
、
全
国
平
均
を
上
回
る
44
・
１
％
、

平
均
寿
命
も
男
女
と
も
に
県
平
均
を
上

回
り
、
楽
観
は
し
て
い
ま
せ
ん
が
、
町

民
の
健
康
に
対
す
る
意
識
の
高
さ
の
表

③
国
土
交
通
省
及
び
県
は
川
幅
の
拡

③
国
土
交
通
省
及
び
県
は
川
幅
の
拡

幅
等
の
計
画
は
持
ち
合
わ
せ
て
い
る

幅
等
の
計
画
は
持
ち
合
わ
せ
て
い
る

の
か
の
か

④
国
土
交
通
省
と
の
ト
ッ
プ
セ
ミ

④
国
土
交
通
省
と
の
ト
ッ
プ
セ
ミ

ナ
ー
を
終
え
た
と
思
い
ま
す
が
現
状

ナ
ー
を
終
え
た
と
思
い
ま
す
が
現
状

の
浸
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
見
直
し

の
浸
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
見
直
し

は
す
る
の
か

は
す
る
の
か

①
平
成
27
年
９
月
の
関
東
・

東
北
豪
雨
に
つ
い
て
は
、
９

月
10
日
か
ら
11
日
に
か
け
て
、
16
地

点
で
24
時
間
雨
量
が
観
測
史
上
１
位

と
な
る
な
ど
、
こ
れ
ま
で
経
験
し
た

こ
と
の
な
い
よ
う
な
豪
雨
と
な
り
ま

し
た
。
被
害
も
死
者
８
名
、
19
河
川

で
堤
防
決
壊
、
67
河
川
で
氾
濫
な
ど
、

大
き
な
被
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

被
災
さ
れ
た
皆
様
に
心
か
ら
お
見
舞

い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
の
災
害
で
注
目
す
べ
き
は
、
こ

れ
ま
で
決
壊
す
る
こ
と
が
な
い
と
思

わ
れ
た
堤
防
が
、
決
壊
し
た
こ
と
で

す
。
当
町
も
、
岩
木
川
、
平
川
、
浅

瀬
石
川
、
十
川
に
囲
ま
れ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
他
人
事
で
は
な
い
と
心
配

し
て
い
ま
す
。

②
ご
質
問
の
河
川
に
つ
い
て
、
国
お

よ
び
県
に
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
岩
木

川
水
系
は
「
岩
木
川
水
系
河
川
整
備

基
本
方
針
」
に
基
づ
き
、
沿
川
地
域

を
洪
水
か
ら
防
御
す
る
た
め
、
流
域

内
の
洪
水
調
節
施
設
に
よ
り
洪
水
調

節
を
行
う
と
と
も
に
、
自
然
環
境
に

配
慮
し
な
が
ら
、
堤
防
の
新
設
お
よ

び
河
道
掘
削
を
行
い
、
計
画
規
模
の

洪
水
を
安
全
に
流
下
さ
せ
る
よ
う
整

れ
で
あ
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
び
の
健
康
宣
言
は
、
健
康

づ
く
り
に
取
り
組
む
姿
勢
を
町
内
外

に
公
表
し
、
全
県
的
な
運
動
の
一
助

と
な
る
と
考
え
、
ま
た
、
町
民
の
健

康
意
識
が
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
す
る
絶

好
の
機
会
と
と
ら
え
、
秋
ま
つ
り
に

合
わ
せ
て
開
催
し
た
次
第
で
す
。

　

健
康
の
維
持
と
平
均
寿
命
の
延
伸

は
、
一
朝
一
夕
に
で
き
る
も
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
健
康
宣
言
に
も
う
た
っ
て

い
ま
す
が
、
町
民
一
人
ひ
と
り
が
意

識
し
て
こ
そ
実
現
で
き
る
も
の
で
あ
り
、

そ
の
た
め
に
は
、
日
頃
の
地
道
な
活
動

や
健
康
教
育
に
よ
る
意
識
付
け
が
最
大

の
近
道
で
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
、
健
康
づ
く
り
の
柱
を
、

食
・
運
動
・
健
診
の
三
本
に
据
え
、

体
育
協
会
を
始
め
と
し
た
各
種
団
体

の
協
力
の
下
に
、
健
康
推
進
員
そ
し

て
食
生
活
改
善
推
進
員
と
連
携
を
図

り
な
が
ら
、
住
民
の
生
活
に
根
ざ
し

た
活
動
を
継
続
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
ご
協

力
を
お
願
い
す
る
も
の
で
す
。

洪
水
対
策
に
つ
い
て

洪
水
対
策
に
つ
い
て

①
茨
城
県
常
総
市
と
宮
城
県
大
崎
市
、

①
茨
城
県
常
総
市
と
宮
城
県
大
崎
市
、

大
和
町
等
の
堤
防
決
壊
で
の
町
長
の

大
和
町
等
の
堤
防
決
壊
で
の
町
長
の

感
想
は

感
想
は

②
再
度
、
岩
木
川
、
平
川
、
十
川
、
浪

②
再
度
、
岩
木
川
、
平
川
、
十
川
、
浪

岡
川
の
堤
防
決
壊
の
可
能
性
の
あ
る

岡
川
の
堤
防
決
壊
の
可
能
性
の
あ
る

正
確
な
数
値
等
を
お
た
ず
ね
し
ま
す

正
確
な
数
値
等
を
お
た
ず
ね
し
ま
す

備
を
進
め
て
い
る
と
伺
っ
て
い
ま
す
。

　

岩
木
川
に
お
け
る
主
要
な
地
点
に

は
、
計
画
規
模
の
洪
水
を
安
全
に
流

下
さ
せ
る
水
位
と
し
て
「
計
画
高
水

位
」
を
設
定
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
岩
木
川
で
は
戦
後
最
大
規

模
の
洪
水
を
対
象
と
し
た
「
岩
木
川

水
系
河
川
整
備
計
画
」
に
基
づ
き
、

河
道
拡
幅
等
の
整
備
を
行
っ
て
お
り
、

上
岩
木
橋
水
位
観
測
所
地
点
の
計
画

高
水
位
は
、
標
高
で
44
・
80
ｍ
、
平

川
の
百
田
水
位
観
測
所
地
点
で
は
、

標
高
で
21
・
８
４
９
ｍ
と
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
県
が
管
理
し
て
い
る
河

川
に
つ
い
て
は
、
氾
濫
危
険
水
位
と

し
て
、
十
川
の
大
字
福
島
地
点
で
は

標
高
で
19
・
57
ｍ
、
浪
岡
川
の
大
字

浪
岡
岡
田
地
点
で
は
標
高
で
25
・
87

ｍ
に
設
定
し
て
い
ま
す
。

　

国
土
交
通
省
で
は
、
本
年
９
月
の

関
東
東
北
地
方
の
豪
雨
災
害
と
同
様

の
豪
雨
災
害
が
、
全
国
の
ど
こ
に
お

い
て
も
発
生
す
る
可
能
性
が
あ
る
と

の
認
識
の
下
、
「
避
難
を
促
す
緊
急

行
動
」
と
「
地
域
住
民
を
支
援
す
る

緊
急
行
動
」
を
各
地
で
実
施
中
で
あ

り
、
藤
崎
町
管
内
に
お
い
て
も
先
般

実
施
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

町
と
し
て
も
、
出
水
時
に
は
、
河

川
管
理
者
か
ら
提
供
さ
れ
る
情
報
の

共
有
に
努
め
、
住
民
の
安
全
確
保
に

努
め
て
い
き
ま
す
。

③
岩
木
川
流
域
は
、
古
く
か
ら
洪
水

被
害
に
見
舞
わ
れ
、
国
土
交
通
省
で

は
大
正
７
年
の
直
轄
事
業
着
手
以
降
、

町
産
業
創
造
協
議
会
を
組
織
し
、
町

の
規
模
に
見
合
っ
た
農
産
物
拠
点
の

在
り
方
に
つ
い
て
検
討
を
重
ね
、
先

般
、
運
営
組
織
の
形
態
や
施
設
の
運

営
方
法
と
機
能
の
内
容
、
収
支
計
画

な
ど
を
織
り
込
ん
だ
「
町
農
産
物
拠

点
づ
く
り
基
本
計
画(

素
案)

」
を
策

定
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

こ
の
基
本
計
画
の
素
案
に
つ
い
て

は
、
今
後
、
広
く
住
民
の
意
見
を
募
る

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
の
実
施
や
生
産

者
へ
の
説
明
会
を
開
催
し
、
内
容
の
周

知
を
図
り
な
が
ら
基
本
計
画
と
し
て
策

定
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

今
後
と
も
議
員
並
び
に
町
民
の
皆

様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き

な
が
ら
、
町
農
産
物
拠
点
づ
く
り
へ

の
取
り
組
み
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

②
最
近
で
は
黒
石
市
が
「
地
酒
に
よ
る

乾
杯
を
推
奨
す
る
条
例
」
を
制
定
し
て

お
り
、
全
国
的
に
も
多
く
の
自
治
体
で

制
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

た
だ
、
個
人
の
嗜
好
に
関
わ
る
分

野
で
自
治
体
が
条
例
を
制
定
す
る
こ

と
に
は
、
賛
否
両
論
が
あ
る
と
も

伺
っ
て
い
ま
す
。

　

本
来
「
乾
杯
」
と
は
、
酒
に
よ
る

乾
杯
が
基
本
と
考
え
ま
す
。
し
か
し
、

北
海
道
中
標
津
町
の
「
牛
乳
消
費
拡

大
応
援
条
例
」
の
よ
う
に
、
商
品
の

消
費
拡
大
な
ど
を
目
的
と
し
た
条
例

も
あ
る
よ
う
で
す
。

　

藤
崎
町
で
も
り
ん
ご
の
６
次
産
業

化
を
目
指
し
、
新
た
な
り
ん
ご
商
品

を
開
発
し
た
い
と
す
る
団
体
も
あ
る
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て
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「
認
定
こ
ど
も
園
」
は
県
内
で
も

増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
が
、
今
年
３
月

に
策
定
し
ま
し
た
「
藤
崎
町
子
ど
も
・

子
育
て
支
援
事
業
計
画
」
に
お
い
て
、

保
育
園
ま
た
は
幼
稚
園
か
ら
「
認
定
こ

ど
も
園
」
へ
の
移
行
は
、
各
法
人
の
意

向
を
尊
重
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

藤
崎
小
学
校
正
門
前
の
信
号

藤
崎
小
学
校
正
門
前
の
信
号

機
設
置
に
つ
い
て

機
設
置
に
つ
い
て

信
号
機
の
設
置
に
あ
た
っ
て

は
、
自
動
車
が
す
れ
違
う
た

め
の
道
路
幅
員
の
確
保
が
で
き
て
い

る
こ
と
、
交
通
量
が
最
大
で
１
時
間

あ
た
り
３
０
０
台
以
上
あ
る
こ
と
な

ど
の
一
定
の
条
件
が
あ
り
ま
す
。

　

ご
質
問
の
箇
所
に
つ
い
て
は
、
平

成
27
年
７
月
に
通
学
路
の
危
険
箇
所

に
お
け
る
通
学
路
合
同
点
検
を
実
施

し
た
と
こ
ろ
、
弘
前
警
察
署
か
ら
、

現
時
点
で
は
信
号
機
設
置
に
は
い
た

ら
な
い
と
の
連
絡
を
受
け
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

　

学
童
の
安
全
確
保
に
つ
い
て
は
、

最
優
先
課
題
の
一
つ
で
も
あ
り
ま
す

の
で
、
状
況
の
確
認
を
行
い
な
が
ら
、

ね
ば
り
強
く
関
係
機
関
と
協
議
を
進

め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

町
内
小
学
校
通
学
路
の
カ

町
内
小
学
校
通
学
路
の
カ

ラ
ー
舗
装
お
よ
び
、
カ
ラ
ー

ラ
ー
舗
装
お
よ
び
、
カ
ラ
ー

塗
装
に
つ
い
て

塗
装
に
つ
い
て

現
在
通
学
路
で
カ
ラ
ー
舗
装

が
さ
れ
て
い
る
の
は
藤
崎
中

学
校
付
近
の
み
で
あ
り
ま
す
。
町
で

 

問

平成27年第４回　議会定例会

約
１
０
０
年
に
わ
た
り
、
堤
防
整
備
、

ダ
ム
建
設
等
の
整
備
を
進
め
て
い
ま

す
。

　

現
在
、
平
成
19
年
に
策
定
し
た

「
岩
木
川
水
系
河
川
整
備
計
画
」
に

基
づ
き
、
治
水
安
全
度
の
向
上
を
図

り
、
浸
水
被
害
の
軽
減
等
の
効
果
も

発
揮
さ
れ
て
き
て
い
る
と
こ
ろ
で
は

あ
り
ま
す
が
、
地
域
の
方
々
が
安
心

し
て
暮
ら
す
た
め
に
は
、
さ
ら
に
整

備
が
必
要
な
状
況
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

今
後
も
河
道
掘
削
等
の
整
備
に
努
め

る
と
伺
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
県
が
管
理
し
て
い
る
河
川
に

つ
い
て
は
、
町
内
に
お
け
る
拡
幅
等

の
計
画
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
点
検
を

行
い
危
険
箇
所
の
除
去
に
努
め
て
い

る
と
伺
っ
て
い
ま
す
。

　

町
と
し
て
も
、
水
害
の
発
生
を
防

ぐ
た
め
の
対
策
を
要
望
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

④
現
在
の
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
は
、
平

④
現
在
の
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
は
、
平

成成
1818
年
に
国
土
交
通
省
お
よ
び
青
森

年
に
国
土
交
通
省
お
よ
び
青
森

県
が
公
表
し
て
い
る
デ
ー
タ
に
基
づ

県
が
公
表
し
て
い
る
デ
ー
タ
に
基
づ

い
て
作
成
し
た
も
の
で
す
。

い
て
作
成
し
た
も
の
で
す
。

　

国
土
交
通
省
に
お
い
て
は
、
平
成

　

国
土
交
通
省
に
お
い
て
は
、
平
成

2828
年
度
に
浸
水
想
定
区
域
等
を
見
直

年
度
に
浸
水
想
定
区
域
等
を
見
直

す
こ
と
と
し
て
お
り
、
当
町
と
し
て

す
こ
と
と
し
て
お
り
、
当
町
と
し
て

は
、
最
新
の
デ
ー
タ
に
基
づ
い
て
見

は
、
最
新
の
デ
ー
タ
に
基
づ
い
て
見

直
し
を
す
る
予
定
で
、
関
係
機
関
と

直
し
を
す
る
予
定
で
、
関
係
機
関
と

連
携
を
図
り
な
が
ら
早
期
に
見
直
し

連
携
を
図
り
な
が
ら
早
期
に
見
直
し

作
業
を
行
い
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

作
業
を
行
い
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

管
理
職
へ
の
女
性
の
登
用
に

管
理
職
へ
の
女
性
の
登
用
に

つ
い
て

つ
い
て

①
管
理
職
に
占
め
る
女
性
職
員
の
割

①
管
理
職
に
占
め
る
女
性
職
員
の
割

合
に
つ
い
て

合
に
つ
い
て

②
管
理
職
に
女
性
が
少
な
い
理
由
、

②
管
理
職
に
女
性
が
少
な
い
理
由
、

原
因
に
つ
い
て

原
因
に
つ
い
て

①
当
町
の
管
理
職
に
占
め
る

女
性
職
員
の
割
合
に
つ
い
て

は
、
全
管
理
職
員
17
名
中
女
性
職
員

は
１
名
で
、
５
・
９
％
と
な
っ
て
い

ま
す
。
近
隣
町
村
で
は
、
板
柳
町
が

11
・
１
％
で
あ
り
、
そ
れ
以
外
の
町

村
は
０
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

②
管
理
職
に
女
性
が
少
な
い
理
由
に

つ
い
て
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
原
因
が
考
え

ら
れ
ま
す
。
大
き
な
も
の
と
し
て
、
採

用
の
時
点
で
女
性
の
採
用
が
少
な
か
っ

た
な
ど
、
管
理
職
候
補
と
な
る
女
性
の

数
が
少
な
い
こ
と
、
女
性
側
の
意
識
の

問
題
「
業
務
の
難
易
度
が
増
し
た
り
、

責
任
が
重
く
な
る
」
こ
と
を
望
ま
な
い

傾
向
が
こ
れ
ま
で
あ
っ
た
こ
と
、
女
性

を
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
さ
せ
て
い
こ
う
と

い
う
、
管
理
職
や
男
性
側
の
理
解
、
関

心
が
薄
い
と
い
っ
た
こ
と
な
ど
が
考
え

ら
れ
ま
す
。

　

い
ず
れ
の
原
因
も
、
現
在
は
だ
い

ぶ
状
況
が
変
わ
っ
て
い
ま
す
が
、
男

性
が
働
き
、
女
性
が
家
事
、
子
育
て

に
専
念
す
る
働
き
方
を
、
暗
黙
の
前

提
と
し
た
雇
用
、
社
会
制
度
の
歪
み

が
、
異
な
る
形
で
表
れ
て
い
る
も
の

と
考
え
ら
れ
ま
す
。

町
の
中
で
の
大
き
な
組
織
で

町
の
中
で
の
大
き
な
組
織
で

あ
る
消
防
団
へ
の
保
健
活
動

あ
る
消
防
団
へ
の
保
健
活
動

事
業
に
つ
い
て

事
業
に
つ
い
て

①
消
防
団
へ
の
健
康
教
育
の
現
状
に

①
消
防
団
へ
の
健
康
教
育
の
現
状
に

つ
い
て

つ
い
て

②②
消
防
団
へ
の
、
よ
り
積
極
的
、
か
つ

消
防
団
へ
の
、
よ
り
積
極
的
、
か
つ

具
体
的
な
健
診
の
勧
め
方
に
つ
い
て

具
体
的
な
健
診
の
勧
め
方
に
つ
い
て

①
②
町
で
は
様
々
な
組
織
、

団
体
へ
健
康
教
育
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　

消
防
団
に
対
し
て
も
、
団
員
の
中

心
が
40
代
、
50
代
の
最
も
健
康
意
識
を

持
っ
て
い
た
だ
き
た
い
年
代
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
年
１
回
健
康
講
座
を
開
催
し
、

健
康
意
識
の
啓
発
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
分
団
毎
の
健
康
講
座
も
実

施
し
て
お
り
、
平
成
25
年
度
は
７
つ

の
分
団
、
昨
年
度
は
３
つ
の
分
団
に

肥
満
予
防
に
関
す
る
健
康
教
育
を
行

い
、
来
年
度
中
に
は
全
22
の
分
団
を

一
巡
す
る
予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

健
康
づ
く
り
は
日
々
の
実
践
が
涵

養
で
あ
り
ま
す
。
そ
の
意
識
付
け
に

は
、
健
康
教
育
が
最
も
重
要
で
あ
り
、

今
後
も
消
防
団
を
始
め
、
各
種
団
体

へ
の
講
座
の
開
催
や
チ
ャ
レ
ン
ジ

デ
ー
、
秋
ま
つ
り
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト

で
、
食
、
運
動
、
そ
し
て
健
診
の
重

要
性
に
つ
い
て
引
き
続
き
強
力
に
普

及
、
啓
蒙
し
て
い
き
ま
す
。

　

消
防
団
へ
の
健
康
教
育
で
あ
り
ま

 

問

 

問

 

答

 

答

す
が
、
こ
れ
ま
で
同
様
、
団
長
を
始

め
幹
部
の
皆
様
の
ご
理
解
、
ご
協
力

を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
全
分
団
一
巡

後
の
来
年
度
以
降
も
継
続
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
健
診
に
つ
い
て
は
、
２
月

ま
で
医
療
機
関
で
受
診
で
き
ま
す
。

詳
し
く
は
健
康
推
進
員
ま
た
は
福
祉

課
へ
ご
連
絡
い
た
だ
き
、
ぜ
ひ
受
診

し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

子
供
医
療
費
助
成
の
所
得
制

子
供
医
療
費
助
成
の
所
得
制

限
撤
廃
に
つ
い
て

限
撤
廃
に
つ
い
て

子
ど
も
医
療
費
助
成
事
業
は
、

乳
幼
児
に
つ
い
て
は
町
村
合

併
以
前
よ
り
実
施
し
て
お
り
、
小
学

生
に
つ
い
て
は
平
成
24
年
６
月
診
療

分
か
ら
、
中
学
生
に
つ
い
て
は
平
成

25
年
７
月
診
療
分
か
ら
保
護
者
の
所

得
制
限
を
設
け
て
給
付
年
齢
を
拡
充

し
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

保
護
者
の
所
得
制
限
の
撤
廃
に
つ

い
て
は
、
町
の
財
政
状
況
を
勘
案
し
、

実
施
で
き
る
か
ど
う
か
前
向
き
に
検

討
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

幼
保
教
育

幼
保
教
育((

認
定
こ
ど
も
園

認
定
こ
ど
も
園))

に
つ
い
て

に
つ
い
て

当
町
で
は
現
在
、
保
育
園
７
か

所
、
幼
稚
園
１
か
所
を
４
法

人
で
運
営
し
て
い
ま
す
が
、
保
育
機
能

と
教
育
機
能
の
両
方
を
備
え
た
「
認
定

こ
ど
も
園
」
は
運
営
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

町
職
員
人
事
に
つ
い
て

町
職
員
人
事
に
つ
い
て

五
十
嵐　

忍 

議
員

保
健
活
動
に
つ
い
て

保
健
活
動
に
つ
い
て

子
育
て
支
援
に
つ
い
て

子
育
て
支
援
に
つ
い
て

阿
部　

祐
己 

議
員

 

問

 

答

 

問

 

答

通
学
路
整
備
に
つ
い
て

通
学
路
整
備
に
つ
い
て

 

問

 

答

 

答

は
、
通
学
路
の
安
全
確
保
を
図
る
た

め
、
通
学
路
交
通
安
全
推
進
会
議
を

設
置
し
、
警
察
、
国
道
・
県
道
等
の

関
係
機
関
と
と
も
に
危
険
箇
所
の
合

同
点
検
を
行
い
、
通
学
路
の
道
路
改

修
や
信
号
機
設
置
等
の
整
備
を
検
討

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

今
後
、
歩
道
の
状
況
や
車
道
の
形

状
、
通
行
量
の
状
態
な
ど
を
見
極
め
、

カ
ラ
ー
舗
装
等
の
実
施
も
含
め
て
通

学
路
の
安
全
確
保
に
つ
い
て
一
体
的

に
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

冬
期
間
の
通
学
路
の
確
保
に

冬
期
間
の
通
学
路
の
確
保
に

つ
い
て

つ
い
て

各
地
区
小
中
学
校
付
近
の
冬

期
間
の
通
学
路
と
な
っ
て

い
る
歩
道
は
、
町
小
型
ロ
ー
タ
リ
と

ハ
ン
ド
ガ
イ
ド
式
小
型
除
雪
機
と
で
、

概
ね
８
・
３
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
歩
道

除
雪
を
地
域
住
民
の
日
常
生
活
お
よ

び
児
童
生
徒
の
通
学
路
確
保
を
目
的

と
し
て
行
っ
て
い
ま
す
。

町
の
教
育
の
充
実
に
つ
い
て

町
の
教
育
の
充
実
に
つ
い
て

町
で
は
「
青
森
県
教
育
施
策

の
方
針
」
を
受
け
、
児
童
生

徒
個
々
の
夢
や
志
の
実
現
に
向
け
、
知

育
・
徳
育
・
体
育
を
育
む
こ
と
と
し
、

「
確
か
な
学
力
」「
豊
か
で
た
く
ま

し
い
心
」「
健
や
か
な
心
身
」
の
育

成
を
主
眼
に
据
え
、
基
礎
的
な
知

識
・
技
能
を
育
み
、
自
ら
考
え
、
判

断
し
行
動
で
き
る
力
や
、
他
人
を
思

い
や
る
心
、
命
を
大
切
に
す
る
心
、

規
範
意
識
、
倫
理
観
の
醸
成
並
び
に

健
康
教
育
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

町
の
教
育
指
針
を
具
現
化
す
る
た
め
、

学
習
教
室
の
開
催
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
の
配

備
、
学
習
支
援
員
の
配
置
等
を
行
っ
て

い
ま
す
が
、
教
育
は
学
校
教
育
の
み
な

ら
ず
、
家
庭
・
地
域
の
教
育
力
が
不
可

欠
で
あ
る
た
め
、
学
校
が
中
心
と
な
っ

て
、
家
庭
・
地
域
に
働
き
か
け
、
一
体

と
な
っ
て
「
思
考
力
」「
基
礎
力
」「
実

践
力
」
を
身
に
付
け
、
21
世
紀
を
た
く

ま
し
く
生
き
抜
く
力
を
持
っ
た
児
童
生

徒
の
育
成
に
努
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

平
成
平
成
2828
年
度
の
町
重
点
事
業
に

年
度
の
町
重
点
事
業
に

つ
い
て

つ
い
て

私
は
、
本
年
11
月
20
日
よ
り
、

２
期
目
の
町
政
運
営
を
担
う

こ
と
と
な
り
ま
し
た
が
、
こ
れ
も
町

民
の
た
め
、
愚
直
に
、
謙
虚
に
一
歩

一
歩
進
ん
で
き
た
こ
と
を
評
価
し
て

い
た
だ
い
た
も
の
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

平
成
28
年
度
は
、
２
期
目
の
本
格

的
な
ス
タ
ー
ト
と
な
る
こ
と
か
ら
、

１
期
目
の
成
果
を
踏
ま
え
「
町
民
が

主
役
の
活
力
あ
る
町
づ
く
り
」
を
さ

ら
に
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
は
、
公
約
に
掲
げ
た

「
強
い
産
業
を
育
て
る
ま
ち
」
、「
い

き
い
き
と
暮
ら
せ
る
ま
ち
」
、「
若

い
世
代
が
希
望
を
か
な
え
る
ま
ち
」
、

「
み
ん
な
で
支
え
合
う
ま
ち
」
、「
子

ど
も
た
ち
が
輝
く
ま
ち
」
の
５
つ
を

柱
と
し
、
地
方
創
生
や
人
口
対
策
と

い
っ
た
、
新
た
な
課
題
に
も
積
極
的

に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
町
民
参
加
型
の
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
る
た
め
「
人
づ
く
り
」

に
も
取
り
組
み
、
地
域
の
６
次
産
業

化
を
推
進
す
る
人
材
の
育
成
な
ど
を

進
め
て
い
き
ま
す
。

　

平
成
28
年
度
の
重
点
事
業
と
し
て

は
、
地
方
創
生
や
公
約
の
一
つ
「
強

い
産
業
を
育
て
る
ま
ち
」
、
あ
る
い
は

「
人
づ
く
り
」
と
も
関
連
す
る
、
藤

崎
町
農
産
物
拠
点
づ
く
り
の
実
施
設

計
や
、
町
の
文
化
・
芸
術
の
発
展
を

図
る
た
め
、
町
文
化
セ
ン
タ
ー
の
大

規
模
改
修
を
、
年
次
計
画
を
考
慮
し

な
が
ら
進
め
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

個
々
の
施
策
や
予
算
等
に
つ
い
て

は
、
今
後
、
平
成
28
年
度
当
初
予
算

の
編
成
過
程
に
お
い
て
検
討
し
ま
す

が
、
予
算
の
根
幹
を
成
す
地
方
交
付

税
は
、
今
年
度
よ
り
合
併
算
定
替
え

が
始
ま
り
、
今
年
度
は
４
２
０
０
万

円
余
り
が
減
額
さ
れ
て
い
ま
す
。
平

成
28
年
度
は
、
こ
の
合
併
算
定
替
え

に
加
え
、
交
付
税
全
体
も
減
額
さ
れ

る
こ
と
か
ら
、
本
年
度
の
交
付
額
よ

り
２
億
６
０
０
０
万
円
余
り
の
減
額

が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
今
年
度
末
に
お
け

る
一
般
会
計
の
起
債
残
高
は

１
２
４
億
４
０
０
０
万
円
余
り
と
な

り
、
財
政
健
全
化
の
面
で
も
決
し
て

良
好
と
は
い
え
ま
せ
ん
。

　

こ
の
よ
う
な
厳
し
い
状
況
下
で
は

あ
り
ま
す
が
、
「
町
民
が
主
役
の
活

力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
」
を
実
現
す
る

た
め
に
、
最
小
の
予
算
で
最
大
の
効

果
を
発
揮
で
き
る
よ
う
、
町
が
真
に

進
め
る
べ
き
事
業
を
厳
選
し
、
進
め

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

Ｔ
Ｐ
Ｐ
大
筋
「
合
意
」
に
つ
い

Ｔ
Ｐ
Ｐ
大
筋
「
合
意
」
に
つ
い

て
の
評
価
と
影
響
に
つ
い
て

て
の
評
価
と
影
響
に
つ
い
て

環
太
平
洋
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ

プ
、
い
わ
ゆ
る
Ｔ
Ｐ
Ｐ
協
定

の
大
筋
合
意
に
つ
い
て
、
国
は
、
ア

ジ
ア
太
平
洋
の
世
紀
の
幕
開
け
と
な

り
、
日
本
の
未
来
を
切
り
開
く
歴
史

的
第
一
歩
と
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
一
方
で
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
影
響
に

関
す
る
懸
念
と
不
安
を
払
拭
す
る
こ

と
も
不
可
欠
で
あ
る
と
し
、
先
月
、

野
菜
、
果
樹
の
品
目
毎
の
影
響
に
つ

い
て
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
の
う
ち
「
り
ん
ご
」
に
つ
い
て

は
、
現
行
17
％
の
関
税
が
11
年
目
に

は
撤
廃
と
な
り
ま
す
が
、
り
ん
ご
の

輸
入
量
は
端
境
期
に
２
千
ト
ン
程
度

で
、
国
内
に
占
め
る
割
合
も
０
・

３
％
と
ご
く
わ
ず
か
で
あ
り
、
し
か

も
国
産
り
ん
ご
は
、
主
要
な
輸
出
品

目
と
し
て
品
質
面
で
国
際
競
争
力
を

有
し
て
い
る
た
め
、
そ
の
影
響
は
限

定
的
で
あ
る
と
見
込
ん
で
い
ま
す
。

　

「
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
」
に
つ
い
て
は
、

輸
入
品
と
２
倍
程
度
の
価
格
差
が
あ

る
も
の
の
、
関
税
率
が
３
％
と
低
率

な
う
え
、
食
味
、
鮮
度
、
安
全
、
安

心
感
か
ら
消
費
者
に
選
択
さ
れ
て
お

り
、
し
か
も
輸
入
品
は
国
産
品
が
出

回
ら
な
い
時
期
が
中
心
と
な
っ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
そ
の
影
響
も
限
定
的

で
あ
る
と
見
込
ん
で
い
ま
す
。

　

「
ニ
ン
ニ
ク
」
に
つ
い
て
も
、
輸

入
相
手
国
が
ほ
ぼ
中
国
と
い
う
こ
と

も
あ
り
、
そ
の
影
響
も
限
定
的
で
あ

る
と
見
込
ん
で
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、「
総
合
的
な
Ｔ
Ｐ
Ｐ
政
策
大

綱
」
の
な
か
で
、
米
に
つ
い
て
は
、
輸

入
増
加
分
を
政
府
が
備
蓄
米
と
し
て
買

い
入
れ
る
こ
と
で
、
主
食
用
米
の
需
要
、

価
格
を
維
持
す
る
な
ど
と
し
て
い
ま
す
。

　

大
綱
の
具
体
的
内
容
は
、
来
年
秋

を
目
途
に
詰
め
る
と
し
て
お
り
、
町

と
し
て
は
さ
ら
に
情
報
収
集
に
努
め
、

安
全
で
安
心
な
国
産
農
産
物
を
安
定

的
に
供
給
で
き
る
体
制
の
構
築
を
目

指
し
、
努
力
し
て
い
く
所
存
で
す
。

地
域
の
雇
用
を
つ
く
る
取
組

地
域
の
雇
用
を
つ
く
る
取
組

に
つ
い
て

に
つ
い
て

①
米
づ
く
り
農
家
が
希
望
の
も
て
る

①
米
づ
く
り
農
家
が
希
望
の
も
て
る

施
策
に
つ
い
て

施
策
に
つ
い
て

②
り
ん
ご
農
家
の
後
継
者
づ
く
り
の

②
り
ん
ご
農
家
の
後
継
者
づ
く
り
の

取
組
に
つ
い
て

取
組
に
つ
い
て

③
地
域
中
小
企
業
の
技
術
者
研
修
等

③
地
域
中
小
企
業
の
技
術
者
研
修
等

支
援
に
つ
い
て

支
援
に
つ
い
て

①
米
に
つ
い
て
は
、
少
子
化

や
食
生
活
の
変
化
に
伴
う
消

費
の
減
少
や
生
産
者
農
家
の
高
齢
化

な
ど
課
題
が
山
積
し
て
い
ま
す
。

 

問

 

答

 

問

 

答 教
育
問
題
に
つ
い
て

教
育
問
題
に
つ
い
て

平
成
平
成
2828
年
度
の
重
点
事
業
は
何
か

年
度
の
重
点
事
業
は
何
か

 

問

 

答

町
長
の
政
治
姿
勢
・

町
長
の
政
治
姿
勢
・

　
　

行
政
運
営
に
つ
い
て

　
　

行
政
運
営
に
つ
い
て

浅
利　

直
志 

議
員

 

問

 

答

 

問

 

答
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さ
ら
に
、
平
成
30
年
産
米
か
ら
の

減
反
政
策
の
廃
止
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
合
意
に

よ
る
外
国
産
米
の
輸
入
な
ど
、
米
づ

く
り
農
家
に
と
っ
て
は
益
々
厳
し
い

状
況
に
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
町
で
は
、
国
が
策
定
を
義

務
づ
け
た
「
藤
崎
町
水
田
フ
ル
活
用
ビ

ジ
ョ
ン
」
に
基
づ
き
、
水
田
を
主
食
用

米
か
ら
加
工
用
米
や
備
蓄
用
米
の
非
主

食
用
米
へ
の
転
換
、
ま
た
大
豆
や
野
菜

等
へ
の
作
付
に
転
換
し
て
い
く
取
り
組

み
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
現
在
策
定
中
の
「
藤
崎
町

地
域
水
田
ビ
ジ
ョ
ン
」
に
お
い
て
は
、

主
食
用
米
偏
重
か
ら
の
脱
却
を
図
る

た
め
、
ほ
場
整
備
に
よ
り
水
田
を
大

区
画
化
・
汎
用
化
し
た
う
え
で
、
農

業
法
人
等
へ
の
農
地
の
集
積
・
集
約

化
と
複
合
経
営
生
産
構
造
へ
の
転
換

を
図
っ
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
、
こ
の
「
藤
崎
町
地
域
水
田
ビ

ジ
ョ
ン
」
に
基
づ
き
、
ほ
場
整
備
を
希

望
す
る
地
区
に
は
、
具
体
的
な
内
容
を

説
明
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

②
日
本
の
農
業
は
今
、
農
業
従
事
者

②
日
本
の
農
業
は
今
、
農
業
従
事
者

の
高
齢
化
に
伴
う
後
継
者
不
足
や
耕

の
高
齢
化
に
伴
う
後
継
者
不
足
や
耕

作
放
棄
地
の
拡
大
が
大
き
な
課
題
と

作
放
棄
地
の
拡
大
が
大
き
な
課
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。

な
っ
て
い
ま
す
。

　

農
業
の
担
い
手
の
確
保
に
つ
い
て

　

農
業
の
担
い
手
の
確
保
に
つ
い
て

は
、
魅
力
あ
ふ
れ
る
農
業
の
創
出
が

は
、
魅
力
あ
ふ
れ
る
農
業
の
創
出
が

重
要
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

重
要
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

　

平
成

　

平
成
2424
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た

年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た

青
年
就
農
給
付
金
事
業
に
よ
り
、
新

青
年
就
農
給
付
金
事
業
に
よ
り
、
新

た
に
就
農
し
た
方
は
、
現
在

た
に
就
農
し
た
方
は
、
現
在
2222
名
い
名
い

ま
す
。
こ
の
新
規
就
農
者
を
中
心
と

ま
す
。
こ
の
新
規
就
農
者
を
中
心
と

し
た
「
ワ
ゲ
モ
ン
ド
」
の
会
が
結
成

し
た
「
ワ
ゲ
モ
ン
ド
」
の
会
が
結
成

さ
れ
、
首
都
圏
で
の
実
践
販
売
活
動

さ
れ
、
首
都
圏
で
の
実
践
販
売
活
動

等
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
町
は
こ
う

等
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
町
は
こ
う

し
た
６
次
産
業
化
へ
の
取
り
組
み
を

し
た
６
次
産
業
化
へ
の
取
り
組
み
を

通
じ
て
、
後
継
者
育
成
に
努
め
て
い

通
じ
て
、
後
継
者
育
成
に
努
め
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

平
成

　

平
成
2828
年
度
か
ら
国
は
、
農
業
労

年
度
か
ら
国
は
、
農
業
労

働
者
不
足
対
策
と
し
て
「
農
業
労
働

働
者
不
足
対
策
と
し
て
「
農
業
労
働

力
最
適
活
用
支
援
総
合
対
策
事
業
」

力
最
適
活
用
支
援
総
合
対
策
事
業
」

を
予
定
し
、
産
地
に
お
け
る
人
手
不

を
予
定
し
、
産
地
に
お
け
る
人
手
不

足
を
補
う
た
め
の
仕
組
み
づ
く
り
に

足
を
補
う
た
め
の
仕
組
み
づ
く
り
に

着
手
す
る
と
聞
い
て
い
ま
す
。

着
手
す
る
と
聞
い
て
い
ま
す
。

　

町
と
し
て
も
国
の
諸
施
策
と
連
動

　

町
と
し
て
も
国
の
諸
施
策
と
連
動

し
、
り
ん
ご
農
家
の
後
継
者
づ
く
り

し
、
り
ん
ご
農
家
の
後
継
者
づ
く
り

に
取
り
組
み
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

に
取
り
組
み
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

③
地
域
中
小
企
業
を
支
え
る
技
術
者

の
技
能
・
技
術
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を

図
る
支
援
は
大
変
重
要
な
こ
と
と
考

え
て
い
ま
す
。

　

ま
ず
、
支
援
の
一
つ
と
し
て
は
、

「
も
の
づ
く
り
企
業
」
に
お
け
る
基
盤

技
術
の
知
識
・
技
能
の
研
修
が
あ
り
、

多
種
多
様
な
コ
ー
ス
に
よ
り
、
幅
広
く

技
術
支
援
を
行
え
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
企
業
の
要
望
に
基
づ
く
出

前
型
の
具
体
的
な
研
修
や
、
も
の
づ
く

り
に
携
わ
る
経
営
者
・
管
理
者
を
育
成

す
る
研
修
な
ど
、
も
の
づ
く
り
に
関
連

し
た
支
援
事
業
も
充
実
し
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
も
の
づ
く
り
基
盤
技
術

を
支
え
る
優
れ
た
技
能
・
技
術
を
持
つ

「
あ
お
も
り
マ
イ
ス
タ
ー
」
に
よ
る
技

術
習
得
研
修
事
業
を
実
施
す
る
な
ど
、

地
域
全
体
で
も
の
づ
く
り
基
盤
の
技
術

力
強
化
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
事
業
は
、
県
の
委
託
事

業
な
ど
を
活
用
す
る
も
の
で
あ
り
、

町
で
は
、
技
術
支
援
を
必
要
と
す
る

方
々
に
、
積
極
的
に
情
報
提
供
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

非
核
、
自
治
体
宣
言
の
町
の

非
核
、
自
治
体
宣
言
の
町
の

取
組
に
つ
い
て

取
組
に
つ
い
て

非
核
の
自
治
体
宣
言
に
つ
い

て
は
、
平
成
24
年
９
月
に

「
藤
崎
町
非
核
平
和
の
町
宣
言
」
を

行
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
現
在
町

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
、
情
報
を

発
信
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

自
治
体
と
し
て
、
核
兵
器
の
な
い

平
和
な
社
会
の
実
現
に
向
け
発
信
し
て

い
く
こ
と
は
重
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

さ
ら
に
ど
う
い
っ
た
発
信
方
法
が
あ
る

か
検
討
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

除
排
雪
充
実
の
今
年
度
の
取

除
排
雪
充
実
の
今
年
度
の
取

組
に
つ
い
て

組
に
つ
い
て

①
今
年
度
の
除
排
雪
計
画
実
施
の
重

①
今
年
度
の
除
排
雪
計
画
実
施
の
重

点
事
項
に
つ
い
て

点
事
項
に
つ
い
て

②
十
字
路
道
路
、
丁
字
路
道
路
、
交

②
十
字
路
道
路
、
丁
字
路
道
路
、
交

差
点
付
近
が
除
雪
に
よ
り
高
く
な
る

差
点
付
近
が
除
雪
に
よ
り
高
く
な
る

危
険
を
減
少
さ
せ
る
取
組
に
つ
い
て

危
険
を
減
少
さ
せ
る
取
組
に
つ
い
て

③
通
学
路
確
保
の
取
組
に
つ
い
て

③
通
学
路
確
保
の
取
組
に
つ
い
て

④
高
齢
者
世
帯
な
ど
の
屋
根
雪
下
ろ

④
高
齢
者
世
帯
な
ど
の
屋
根
雪
下
ろ

し
事
業
の
現
状
と
今
後
の
拡
充
の
取

し
事
業
の
現
状
と
今
後
の
拡
充
の
取

組
に
つ
い
て

組
に
つ
い
て

①
除
雪
体
制
の
充
実
の
た
め
、

委
託
業
者
の
一
部
変
更
か
ら

３
年
目
と
な
り
、
委
託
業
者
の
作
業
方

法
等
の
見
直
し
や
路
線
状
況
の
把
握
の

体
制
が
整
っ
て
き
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
、
こ
れ
ま
で
に
も
委
託

期
間
の
前
後
に
急
な
降
雪
が
あ
っ
た

こ
と
か
ら
、
委
託
期
間
を
見
直
し
、

業
者
と
の
委
託
期
間
を
12
月
１
日
か

ら
３
月
31
日
ま
で
と
、
こ
れ
ま
で
よ

り
延
長
し
柔
軟
に
対
応
す
る
と
と
も

に
、
路
線
の
拡
幅
除
雪
を
基
本
と
し

つ
つ
、
降
り
続
く
雪
や
地
吹
雪
等
に

つ
い
て
は
、
除
排
雪
作
業
を
併
せ
た

除
雪
体
制
を
こ
れ
ま
で
以
上
に
充
実

さ
せ
、
安
全
・
安
心
な
生
活
道
の
確

保
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

②
各
委
託
業
者
に
対
し
、
先
に
交
差

点
に
進
入
し
た
方
が
交
差
点
内
に
雪

を
残
さ
な
い
よ
う
作
業
方
法
の
見
直

し
を
図
っ
て
お
り
ま
す
が
、
積
雪
量

に
よ
っ
て
は
丁
字
路
や
交
差
点
付
近

の
雪
が
高
く
な
り
、
歩
行
者
や
運
転

手
に
と
っ
て
見
通
し
が
悪
く
な
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
除
雪
後
の
パ
ト
ロ
ー
ル

に
お
い
て
路
線
の
拡
幅
状
況
と
併
せ
、

交
差
点
や
丁
字
路
点
付
近
の
状
況
を

把
握
し
、
ま
た
、
国
道
県
道
と
の
交

差
点
は
関
係
機
関
と
協
議
し
て
雪
山

部
分
の
排
雪
等
の
頻
度
を
増
や
し
な

が
ら
安
全
確
保
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

③
こ
の
ご
質
問
に
つ
い
て
は
、
先
程
、

こ
の
ご
質
問
に
つ
い
て
は
、
先
程
、

阿
部
議
員
の
ご
質
問
で
お
答
え
し
た
と

阿
部
議
員
の
ご
質
問
で
お
答
え
し
た
と

お
り
、
各
地
区
小
中
学
校
付
近
の
冬
期

お
り
、
各
地
区
小
中
学
校
付
近
の
冬
期

間
の
通
学
路
歩
道
に
つ
い
て
は
、
町
小

間
の
通
学
路
歩
道
に
つ
い
て
は
、
町
小

型
ロ
ー
タ
リ
と
ハ
ン
ド
ガ
イ
ド
式
小
型

型
ロ
ー
タ
リ
と
ハ
ン
ド
ガ
イ
ド
式
小
型

除
雪
機
と
で
、
概
ね
８
・
３
キ
ロ
メ
ー

除
雪
機
と
で
、
概
ね
８
・
３
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
の
歩
道
除
雪
を
地
域
住
民
の
日
常

ト
ル
の
歩
道
除
雪
を
地
域
住
民
の
日
常

生
活
お
よ
び
児
童
生
徒
の
通
学
路
確
保

生
活
お
よ
び
児
童
生
徒
の
通
学
路
確
保

を
目
的
と
し
て
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で

を
目
的
と
し
て
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で

すす
。。

④④
当
町
で
は
、
高
齢
者
世
帯
な
ど
除

排
雪
が
困
難
な
方
が
、
冬
期
間
で
も

安
心
、
安
全
に
生
活
で
き
る
よ
う
、

「
除
排
雪
困
難
世
帯
巡
回
等
事
業
」
と

「
高
齢
者
世
帯
等
除
雪
援
助
事
業
」
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

　

ま
ず
、「
除
排
雪
困
難
世
帯
巡
回

等
事
業
」
で
す
が
、
高
齢
者
世
帯
な

ど
の
除
雪
困
難
世
帯
を
対
象
に
、
雪

で
生
活
に
支
障
が
出
な
い
よ
う
に
家

屋
お
よ
び
そ
の
周
辺
の
確
保
を
す
る

も
の
で
、
定
期
的
な
巡
回
に
よ
り
、

雪
害
が
生
じ
る
と
思
わ
れ
る
箇
所
の

簡
易
的
な
防
雪
や
除
雪
、
そ
し
て
安

否
確
認
の
た
め
の
声
が
け
を
行
い
ま

す
。
作
業
は
無
料
と
な
っ
て
お
り
、

平
成
26
年
度
実
績
は
、
利
用
世
帯
数

93
件
に
67
日
間
巡
回
し
、
除
雪
は
37

日
間
、
１
４
８
回
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

次
に
「
高
齢
者
世
帯
等
除
雪
援
助

事
業
」
で
す
が
、
7070
歳
以
上
の
高
齢

歳
以
上
の
高
齢

者
の
み
の
世
帯
を
対
象
に
、
玄
関
先

者
の
み
の
世
帯
を
対
象
に
、
玄
関
先

か
ら
公
道
ま
で
の
通
路
の
確
保
を
目

か
ら
公
道
ま
で
の
通
路
の
確
保
を
目

的
に
、
５
回
を
限
度
に
無
料
で
実
施

的
に
、
５
回
を
限
度
に
無
料
で
実
施

す
る
も
の
で
す
。
平
成

す
る
も
の
で
す
。
平
成
2626
年
度
実
績

年
度
実
績

は
、
利
用
世
帯
数

は
、
利
用
世
帯
数
6767
件
に
件
に
3434
日
間
、

日
間
、

１
８
３
回
の
除
雪
を
行
っ
て
い
ま
す
。

１
８
３
回
の
除
雪
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　　

今
後
の
事
業
の
拡
充
、
改
善
に
つ

今
後
の
事
業
の
拡
充
、
改
善
に
つ

い
て
は
、
町
民
の
ご
意
見
や
ご
要
望
を

い
て
は
、
町
民
の
ご
意
見
や
ご
要
望
を

踏
ま
え
、
検
討
し
て
い
く
所
存
で
す
の

踏
ま
え
、
検
討
し
て
い
く
所
存
で
す
の

で
、
ご
理
解
を
賜
り
た
い
と
思
い
ま
す

で
、
ご
理
解
を
賜
り
た
い
と
思
い
ま
す
。。

(

以
上　

議
会
定
例
会)

 

問

 

答安
心
安
全
の
町
づ
く
り
に
つ
い
て

安
心
安
全
の
町
づ
く
り
に
つ
い
て

 

問

 

答

平成27年第４回　議会定例会

「藤崎町健康宣言」「藤崎町健康宣言」

■お問合せ　　福祉課健康係(内線2120)

　町では昨年の秋まつりの会場において「藤崎町健康宣言」をしました。　町では昨年の秋まつりの会場において「藤崎町健康宣言」をしました。

　会場には300人くらいの町民が参加し「すべての町民が、心身ともに健康でいきいきした人　会場には300人くらいの町民が参加し「すべての町民が、心身ともに健康でいきいきした人

生を送ることができるよう、そして一人ひとりがいのちや健康を「自分たちの手で」守り高め、生を送ることができるよう、そして一人ひとりがいのちや健康を「自分たちの手で」守り高め、

健やかで笑顔あふれる町を目指し、地域全体で健康づくりをすすめる」ことを宣言しました。健やかで笑顔あふれる町を目指し、地域全体で健康づくりをすすめる」ことを宣言しました。

スローガン《ひまわりの輪》

メタボリックシンドロームの減少メタボリックシンドロームの減少

脂質異常症の減少脂質異常症の減少

虚血性心疾患虚血性心疾患

死亡率の減少死亡率の減少

高血圧の改善高血圧の改善

脳血管疾患脳血管疾患

死亡率の減少死亡率の減少

糖尿病有病者の増加の抑制糖尿病有病者の増加の抑制

糖尿病性腎症による糖尿病性腎症による

新規透析患者数の減少新規透析患者数の減少

　　　　肥満を予防し、すっ

きりしたお腹をめざします。

ひ

　　　　まずは健診で、年1

回の健康チェックをします。

ま

　　　　若々しい血管をめざ

して、からだを動かします。

わ
　　　　りんご、アスパラ、

ニンニク、トマトおいしい野

菜をまいにち食べます。

り
　　　　脳卒中予防のために

塩分を控え、バランスの良い

食事をします。

の

　　　　笑う、おしゃべり、

自分なりのストレス解消をし

ます。

わ

　藤崎町は弘前保健所管内の市町村と比較して、BMI25以上の肥満の方が多いことがわかりました。肥満は糖尿　藤崎町は弘前保健所管内の市町村と比較して、BMI25以上の肥満の方が多いことがわかりました。肥満は糖尿

病、高血圧等いろいろな生活習慣病の危険因子となります。危険因子を少しでも減らすように取り組みたいもの病、高血圧等いろいろな生活習慣病の危険因子となります。危険因子を少しでも減らすように取り組みたいもの

です。です。

　町民一人ひとりが生活習慣病改善への取り組みを考えていくための科学的根拠となるのは、健診の受診結果で　町民一人ひとりが生活習慣病改善への取り組みを考えていくための科学的根拠となるのは、健診の受診結果で

す。そのため、皆さんにはぜひ健診を受けてほしいと思います。す。そのため、皆さんにはぜひ健診を受けてほしいと思います。
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所得税・町・県民税の申告受付は
２月12日(金)から３月15日(火)です

　平成28年度分申告受付が始まります。申告の必要な方は忘れずに申告をしてください。

　申告の内容は、所得税・町県民税・国民健康保険税の算出だけでなく介護保険、児童手当、所得証明書の交付

などいろいろな制度の申請・決定に必要ですので、期間内に申告してください。なお農業所得等の収支記入用紙

は、広報１月１日号で配布しています。

　また、この度の申告について個人番号（マイナンバー）の記載は不要となっています。

◆申告が必要な方

　平成28年１月１日現在、藤崎町に住所を有し、次に該当する方は申告が必要です。

　①給与収入があり、次のいずれかに該当する方　

　　○給与収入以外の収入があった方　○年の途中の退職などで、年末調整を受けていない方

　　○藤崎町に給与支払告書を提出していない方　○社会保険料控除・扶養控除・医療費控除などを受ける方

　②年金収入があり、次のいずれかに該当する方

　　○年金収入以外に収入があった方　○社会保険料控除・扶養控除・医療費控除などを受ける方

　③農業・営業・不動産・譲渡・一時・配当などの収入があった方

　④平成27年中に収入がなかった方または非課税の方で、次に該当する方　

　　○認定や申請などのために申告が必要な方(国民健康保険・介護保険・年金・福祉・町営住宅など)

　　○所得証明書などの発行が必要な方

◆申告の際のお願い

　申告期間中は多くの皆さんがお越しになるため会場がとても混雑します。

　農業や営業の収入がある方が、収入や支出の整理をされていないと申告の計算に大変時間がかかってしまうこ

とから、混雑緩和のため、必要書類である経費の対象となる領収書やレシートは、あらかじめ燃料費、医療費な

どに分けてそれぞれの合計額を計算し、帳簿などを事前に準備、整理してから会場にお越しくださるようお願い

します。

　また、お越しの際はできるだけ世帯全員の必要書類をご準備ください。

◆町・県民税申告用紙をご利用ください

　町・県民税申告用紙は、町ホームページに掲載しているほか、税務課と常盤出張所に設置していますのでご利

用ください。

　郵送による提出も可能ですが、その際は、添付書類や申告書の控えを返送するための返信用封筒と切手を必ず

同封してください。(提出先　〒038-3803　藤崎町大字西豊田一丁目１番地　藤崎町税務課住民税係)

　また、所得税の納付や還付がある方については、従来どおり受付会場にお越しいただくか、税務署での申告を

お願いします。

■お問合せ　税務課住民税係(内線2105)

◆申告受付日程

　期間：２月12日(金)～３月15日(火)　

　時間：午前８時15分～11時・午後１時～３時(※役場への入場は午前８時以降からとなります)

　場所：藤崎町役場３階中会議室

受付日 対　象　町　内　名 受付日 対　象　町　内　名

2/12 金
舟場・朝日町・
西豊田一～三丁目

3/ 1 火 下町・吉向・柏木堰

富柳・福舘

2/15 月

常盤
3/ 2 水

木挽町・葛野・下俵舛

2/16 火
表町・伝馬・
亀岡・俵舛

3/ 3 木

福島

2/17 水

榊
3/ 4 金

水沼・中野目・東町

2/18 木

新町・白子
3/ 7 月

亀田・西田・若柳

2/19 金

福左内・久井名舘
3/ 8 火

藤越・林崎

2/22 月
本町・館川町・
中島・西中野目

3/ 9 水

水木

2/23 火

徳下
3/10 木

みつや・曲新田・
緑町・小畑

2/24 水

仲町・横町・矢沢
3/11 金 常盤・榊・水木

2/25 木 三ツ屋・若松・小学校通り 3/14 月

全　区　域

2/26 金 全　区　域 3/15 火

2/29 月 下町・吉向・柏木堰 三ツ屋・若松・小学校通り

※混雑緩和のため、申告受付日程の町内の方を優先的に受付します。全区域の日は、大変混み合いますので、

　その前に申告をお願いします。

広
報
ふ
じ
さ
き
有
料
広
告
常盤診療所
診療時間 月 火 水 木 金 土

午前８時30分～正午 ○ ○ ○ ○ ○ ○

午後２時～午後６時 ○ ○ ○ ○

～禁煙外来・往診・まき爪の治療も行っています～

(日・祝日休診)

　健診でからだからのお便りをチェック！

　良い習慣の積み重ねで健康に。生活を見

直し、健やかな毎日を送りましょう。

　常勤の管理栄養士、健康運動指導士がお

手伝いいたします。どうぞご相談ください。

藤崎町常盤字富田21－６　0172ー65ー2210

地元だから安心!!　塗り替えは第二のマイホームづくりです。

（有）木  村  塗  装
TOTO    光触媒塗装（光が洗う壁）

旭硝子  フッ素塗装（最高級塗料）登録施工店　認定番号　G0102015

その他にも各種仕上材　お気軽にご相談ください。

藤崎町大字西豊田三丁目２－４

TEL 75－5101  FAX 75－5102

１級技能士　　　　　４名

２級技能士　　　　　１名

２級建築施工技師　　４名

代表取締役　木村　悦穂

◆ネットで簡単　便利なe-TAX

　確定申告書の作成・提出はインターネットを利用して申告ができる「e-TAX（国税電子申告・納税システム）」

をご利用ください。e-TAXを利用して所得税の確定申告をした場合に次のようなメリットがあります。

・国税庁ホームページの「確定申告書等作成コーナー」から送信して申告することができます。

・源泉徴収票や医療費の領収書などの添付が不要になります。(申告期限から５年間保存する必要があります。)

・e-TAXで申告された還付申告は早期に処理されます。（還付金が３週間程度で戻ります。）

※詳しくは、国税庁ホームページ（http://www.e-tax.nta.go.jp/）をご覧ください。

◆黒石税務署の申告書作成会場開設について

　黒石税務署の申告書作成会場は、黒石税務署１階会議室です。

　・開設期間　　２月16日(火)から３月15日(火)まで

　・開設時間　　午前９時から午後５時まで

　　申告書作成会場は大変混雑し、長時間お待ちいただく場合があります。

　　国税庁ホームページの「確定申告書等作成コーナー」を利用した、ご自宅での申告書作成をぜひお試しください。

　・お問合せ　黒石税務署（電話52－4111　※自動音声案内で２番を選択してください）
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■申込・お問合せ　住民課子育て支援係(内線2135、2136)

学童保育クラブ職員(支援員および補助員)募集のお知らせ

◆職 務 内 容　　小学校３年生までの児童を対象として、放課後や土曜日等に家庭に代わる生活の場を提供し、

　　　　　　　　主に遊びを通じてその健全な育成を図るために、児童の安全および健康に配慮しながら、必要

　　　　　　　　な活動を行います。

　　　　　　　　なお、学童保育クラブの職員には、支援員と補助員の２種類あります。

◆募集要件等　　藤崎町または近隣市町村に住所を有し、健康で子育てに熱意のある通勤可能な方で、次のいず

　　　　　　　　れかの条件を満たしている方

　　　　　　　　○支援員

　　　　　　　　　①保育士、社会福祉士、幼稚園･小中学校教諭等のいずれか資格を有する方

　　　　　　　　　②高等学校卒業者であり、２年以上放課後健全育成事業に類似する事業または児童福祉事業

　　　　　　　　　　に従事した方

　　　　　　　　○補助員　学童保育クラブ内での活動、指導の補助が可能な方。

◆採用予定人数　若干名

◆勤 務 時 間　　次の時間帯でのシフト制になります。

　　　　　　　　○月曜日から金曜日　　小学校の下校時間～午後７時まで

　　　　　　　　○日曜日・祝日を除く学校休業日（土曜日や長期休業日等）　午前７時30分～午後７時まで
◆勤 務 場 所　　３小学校(藤崎、中央、常盤)学童クラブのいずれか

◆賃 　 　 金　　○支援員　時給720円　　○補助員　時給700円　

◆受 付 期 間　　随時受付しています。(土・日・祝日の受付はできません)

◆受 付 時 間　　午前８時15分～午後５時(水曜日のみ午後６時30分まで)

◆申 込 方 法　　市販の履歴書に必要事項を記入し、写真を貼付のうえ、住民課子育て支援係へ提出してください。

◆選 　 　 考　　履歴書、面接の内容により採用します。

　　　　　　　　※採否は、後日本人に通知します。

　学童保育クラブにて勤務可能な職員(支援員および補助員)を募集します。勤務を希望する方は、お問合せください。

■お問合せ　スポーツ安全協会青森県支部　☎017ー782ー6984

　スポーツ・文化・ボランティア活動など幅広く適用されますので、４名以上の団体でご加入ください。

　詳しくは、スポーツ安全協会ホームページ (http://www.sportsanzen.org/)をご覧ください。

スポーツ安全保険に加入しませんか？

◆対象となる事故　・団体活動中の事故　・往復中の事故(自動車事故による賠償責任は適用外)

◆補償内容　　　　・傷害保険(通院、入院、後遺障害、死亡)　・賠償責任保険　・突然死葬祭費用保険

◆加入受付期間 平成28年３月１日～平成29年３月30日

◆保険期間　　　　平成28年４月１日午前０時～平成29年３月31日午後12時まで　

◆掛　　金　　　　１人年額800円～11,000円(団体の活動内容、年齢などによって異なります。)

○新町町内会

　新町町内会では、宝くじの助成を受けて、ねぷた台車などの町内会の活動で使用する備品を購入しました。

宝くじの助成金で整備しました

■お問合せ　企画財政課企画係(内線2223）

○常盤地区コミュニティ協議会

　常盤地区コミュニティ協議会では、宝くじの助成を受けて、ストーブなどの町内会の活動で使用する備品を購入しました。

　新町町内会および常盤地区コミュニティ協議会が採択を受

けた一般コミュニティ助成事業は、一般財団法人自治総合セ

ンターが宝くじの社会貢献広報として行っているものであり、

地域コミュニティ活動の充実強化を通じて、地域社会の健全

な発展と住民福祉の向上に寄与することを目的としています。

■お問合せ　〒036－8093　弘前市城東中央三丁目９ー19　自衛隊青森地方協力本部弘前地域事務所

　　　　　　　　　☎27－3871　Ｅメール　aomori.pco.hirosaki@rct.gsdf.mod.go.jp

自衛官募集のお知らせ

募集種目 資格 受付期間 試験日

予備自衛官補(一般) 18～34歳未満
１月８日～４月８日 ４月16日

予備自衛官補(技能)
18歳～55歳未満で

国家免許を有する者

自衛官候補生(男子) 18～27歳未満 ２月１日～２月19日 ２月27日

※受験資格等細部につきましては、自衛隊弘前地域事務所へお問合せください。■お問合せ　福祉課健康係(内線2112)

小児インフルエンザ予防接種費用一部助成の申請は
お済みですか

◆対　象　者　藤崎町に住所を有する生後６か月～小学校入学前までのお子さんで、平成27年10月１日(木)～
　　　　　　　12月31日(木)の間に接種した分が対象となります。
　　　　　　　※平成28年１月１日以降に接種した分については、助成の対象となりませんのでご注意ください。
◆助　成　額　１人あたり予防接種１回につき1000円を２回分まで助成します。

　　　　　　　※２回分まとめて申請してください。

◆申請手続き　次のものを持参のうえ申請してください。

　　　　　　　①母子手帳　②領収書(インフルエンザ予防接種と明記されたもの)　③振込先の通帳　④印鑑

◆申　請　先　福祉課健康係(常盤出張所では申請できません)

　小児インフルエンザ予防接種費用一部助成の申請期限は２月29日(月)となっています。
　対象者のうち、まだ申請していない方はお急ぎください。
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平成28年度放課後学童クラブご利用のご案内

○放課後学童クラブとは

　放課後や土曜日等に保護者の就労などにより保育が

必要な小学校の児童を保護者に代わって保育すること

により、児童の健全育成を図ることを目的としてい

ます｡

◆対象児童　

小学校１年生から３年生までの児童のうち、日中

保護者が労働等により留守家庭状態となる児童

◆開設場所　

　藤崎小学校、藤崎中央小学校、常盤小学校

◆開設時間　

　○月曜日～金曜日：放課後～午後７時

　○土曜日、長期休み：午前７時30分～午後７時
※日曜日、祝日、盆期間(８月13日～15日)、年末年始
　(12月29日～１月３日)は休み
◆登 録 料　年額2000円(傷害保険料相当分)

◆申込期間　

　２月５日(金)～２月25日(木)
※申込期間内に提出がない場合は、原則として４月

　からの利用はできませんのでご注意ください。

◆申込場所　

　○住民課子育て支援係　平日午前８時15分～午後５時
　　※水曜日のみ午後６時30分まで
　○常盤出張所　平日午前８時15分～午後５時
　○各学童(藤崎・中央・常盤)クラブ

◆提出書類　

　①平成28年度学童クラブ利用申請書　
　②就労証明書または就労状況申告書(父母両名分)

※書類は、申込場所、町内保育園、幼稚園にあります。

または町ホームページ(http://www.town.fujisaki.lg.jp/)

に掲載されています。

■お問合せ　住民課子育て支援係(内線2135、2136)

◆
支
給
対
象
者

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
加
入
し

て
い
る
方
で
医
療
保
険
と
介
護
保
険
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己
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額
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払
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し
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方
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給
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な
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帯
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制
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帯
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。

◆
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８
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翌
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で
す
。

◆
支
給
額

　

医
療
保
険
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介
護
保
険
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自
己
負

担
額
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得
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己
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給
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ま
す
。

　

た
だ
し
、
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え
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が
５
０
０
円

以
下
の
場
合
は
支
給
対
象
と
な
り
ま

せ
ん
。

◆
支
給
申
請

　

支
給
を
受
け
る
に
は
必
ず
申
請
が

必
要
と
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
支
給
の
要
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す
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わ
れ
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帯
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、
２
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下
旬
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齢
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療
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域
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合
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給
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ま
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ら
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い
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方

後
期
高
齢
者
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高
額
医
療
・
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額
介
護
合
算
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養
費
支
給
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せ
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国
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係
に
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請
し
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だ
さ
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。

　

ま
た
、
対
象
期
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途
中
に
後
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高
齢
者
医
療
制
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に
加
入
し
た
方
や

転
入
し
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き
た
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が
い
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給
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帯
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支
給
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ら
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送
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な
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場
合
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で
、
対
象

に
な
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と
思
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れ
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方
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国
保
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係
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せ
く
だ
さ
い
。

■
お
問
合
せ　

　

住
民
課
国
保
年
金
係

　

(

内
線
２
１
３
４)

○申請に必要なもの

　・支給申請書　・印鑑(認印) 　・被保険者証　

　・通帳(または通帳のコピー)等口座情報の分かるもの

　・個人番号(マイナンバー)がわかるもの(通知カード

　　または個人番号カード)

　・本人確認書類(運転免許証、いきいき手形、

　　障害者手帳等顔写真つきの身分証明書)

　・高額介護合算療養費・高額医療合算介護(予防)

　　サービス費の支給申請について(お知らせ)

※被保険者が亡くなった場合は受領申立書の提出が

　必要です。(事前に提出した場合は不要です。)

※被保険者以外の方が申請又は受領する場合は委任

　状が必要です。

※被保険者以外の方が申請する場合は委任状に加え、

　被保険者の個人番号がわかるもの(コピー可)、申

　請者の本人確認書類等が必要ですので、詳しくは

　担当までお問い合わせください。

※重度心身障害者医療費の助成を受けている場合

　は、市町村へ受領を委任する委任状が必要です。

※対象期間中に青森県後期高齢者医療以外の医療保

　険や他市町村の介護保険に加入歴があり、自己負

　担額がある場合は、それらの保険の自己負担額証明

　書が必要です。

　表

所  得  区  分 自己負担限度額
現役並み所得 67万円
一　　　　般 56万円
低  所  得  Ⅱ 31万円
低  所  得  Ⅰ 19万円

 
 低所得Ⅱ：世帯員全員が住民税非課税の方
 低所得Ⅰ：世帯員全員が住民税非課税の方のうち、世  
 　　　　　帯員全員の各所得金額が０円の方
(注)自己負担額は支払った額から高額医療費や高額
　　介護(予防)サービス費を除いた額です。

　　　　防災行政無線の放送内容を電話で確認できます　　　　　75ー6371・75－6372　　　　　　　　　　　※通話料は利用者負担となります　　お問合せ　総務課行政係 (内線2 2 0 6・ 2 0 0 4 )
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録
受
付
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す

◆
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集
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事
務
職
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技
能
労
務
職(

運
転
技
能
員
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学
校
用
務
員
、
調
理
員
な
ど)

◆
登
録
申
込
書
請
求
方
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「
藤
崎
町
臨
時
職
員
登
録
申
込
書
」

(

以
下
「
登
録
書
」)

を
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い
ず
れ
か

の
方
法
に
よ
り
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。

①
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
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w
w
.
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w
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.fu
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.jp
/)

か
ら
ダ
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ン
ロ
ー
ド
す
る
。

②
郵
送
で
請
求
す
る
。

※
郵
送
の
場
合
は
、
封
筒
の
表
面
に

朱
書
き
で
「
臨
時
職
員
登
録
書
請

求
」
と
明
記
し
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返
信
用
封
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送

付
先
の
住
所
・
氏
名
を
記
入
し
、

82
円
切
手
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貼
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し
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く
だ
さ
い
。

③
総
務
課
庶
務
係
窓
口
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け
取
る
。

◆
登
録
要
件

①
高
校
卒
業
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上
の
学
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す
る
、
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歳
以
上
60
歳
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※
た
だ
し
学
校
用
務
員
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は
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18
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以
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方

②
事
務
職
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望
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、
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ソ
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基
本
操
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ド
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で
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※
地
方
公
務
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欠
格
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該
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す
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方
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で
き

　

ま
せ
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◆
登
録
申
込
方
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「
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録
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３
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◆
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③
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④
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⑤
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手
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⑦
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、
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条
第
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的
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用
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な
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ま
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の
で
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任
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イ
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大
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豊
田
一
丁
目
１
番
地
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０
１
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２
ー
75
ー
３
１
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１

　

(

内
線
２
２
０
３
〜
２
２
０
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町
で
は
、
臨
時
職
員
の
登
録
を
受
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し
て
い
ま
す
。

　

臨
時
職
員
の
採
用
は
、
必
要
に
応
じ
て
登
録
者
の
中
か
ら
業
務
の
条
件
に
合

致
す
る
方
を
選
考
し
ま
す
。
な
お
、
登
録
さ
れ
て
も
採
用
さ
れ
る
と
は
限
り
ま

せ
ん
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　受付順の採用ではありませんので、ご了承く

ださい。また、登録された方全員が採用される

とは限りません。

…登録から採用までの流れ…

①「登録書」に必要事項を記載
↓

↓

↓

↓

↓

↓

③各担当課での臨時的業務の発生または
　欠員の発生等

⑤登録者へ連絡

②総務課庶務係に「登録書」を提出し、
　受付・登録

④登録者の中から登録者の希望および各
　担当課の業務内容等を考慮し、書類選考

⑥面接・選考

⑦採用決定

農
地
の
借
受
・
貸
付

　
　

希
望
者
の
受
付
中

　

公
益
社
団
法
人
あ
お
も
り
農
林
業

支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、
平
成
26
年
か

ら
農
地
中
間
管
理
機
構
の
指
定
を
受

け
、
農
地
中
間
管
理
事
業
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

　

こ
の
事
業
は
、
経
営
規
模
の
縮
小

を
検
討
す
る
貸
付
希
望
者(

出
し
手)

か
ら
機
構(

支
援
セ
ン
タ
ー)

が
農
地

を
借
り
入
れ
、
規
模
拡
大
し
た
い
借

受
希
望
者(

受
け
手)

に
、
ま
と
ま
っ

た
農
地
を
貸
し
付
け
る
も
の
で
す
。

　

借
受
希
望
者(

受
け
手)

は
事
前
の

応
募
が
必
要
で
、
申
込
み
は
機
構

(

支
援
セ
ン
タ
ー)

の
ほ
か
、
農
政
課

窓
口
で
受
け
付
け
て
い
ま
す
。(

５

月
末
お
よ
び
10
月
末
に
取
り
ま
と
め

翌
月
に
公
表
さ
れ
ま
す
。)

　

ま
た
、
農
地
を
機
構
に
貸
し
た
い

貸
付
希
望
者(

出
し
手)

に
つ
い
て
も

同
様
に
受
け
付
け
て
い
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

※
平
成
27
年
度
か
ら
、
す
で
に
締
結

さ
れ
た
農
作
業
受
委
託
契
約
を
賃

貸
借
に
切
り
替
え
る
場
合
は
、
農

作
業
受
託
し
て
い
た
受
け
手
を
優

先
す
る
よ
う
貸
付
ル
ー
ル(

事
業

規
程)

が
変
更
に
な
り
ま
し
た
。

【
お
問
合
せ
】

　

農
政
課
農
政
係(

内
線
２
２
４
５)

、

　

公
益
社
団
法
人
あ
お
も
り
農
林
業

　

支
援
セ
ン
タ
ー　

　

☎
０
１
７
ー
７
７
３
ー
３
１
３
１
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　保険証に変更があったときは1 4日以内に届出を !

国民年金前納割引制度
(口座振替 前納)について

「うっかり忘れて納付期限を過ぎていた」「忙しく

て金融機関の窓口やコンビニエンスストアで支払

う時間がない」という方は、便利な口座振替をご

利用ください。なお、まとめて前払い(前納)すると

保険料が割引されます。

口座振替の方法は…

　①２年前納(４月～翌々年３月分)

　②１年前納(４月～翌年３月分)

　③６か月前納(４月～９月、10月～翌年３月分)

　④当月末振替(早割)

　※本来の納付期限よりも１か月早く口座から

　　振替する方法です。

　⑤翌月末振替　※保険料の割引はありません。

◎まとめて前払い(前納)すると、割引が適用さ

　れるのでお得です。

口座振替での前納のお申し込みはお早めに

◎口座振替での平成28年度分１年前納・６か月

　前納(４月～９月分)・２年前納の締切日は、

　平成28年２月29日(月)です。

※すでに口座振替で前納されている方は、再度

　のお申込みは必要ありません。ただし、１年

　前納から２年前納への変更など、振替方法を

　変更される場合は、再度お申込みが必要です。

※保険料が一部免除された方は、口座振替の前

　納制度はご利用いただけません。

◎初めて口座振替で前納制度(２年前納、１年前

　納、６か月前納、当月末振替(早割))をお申込

　みされた場合は、直前の３か月分(６か月前納

　の場合→４月末振替時は３月分、10月末振替

　時は９月分、当月末振替(早割)の場合→前月

　分)の保険料が未納の場合は、前納保険料額と

　同時に振替となります。

　平成28年４月中旬に届く「国民年金保険料口

　座振替額通知書」で実際に口座から振替され

　る金額を確認し、預金残高にご注意ください。

　残高不足で口座からの振替が出来なかった場

　合は、次の振替日(２年前納、１年前納の場合

　は翌年４月末)までの間、割引がない翌月末振

　替になります。

※詳しくはお近くの年金事務所へお問合せくだ

　さい。

■お問合せ　

　○弘前年金事務所国民年金課　27ー1339

年金だより

受　付

こんにちは 　　　 　です国保係

保険税の納め忘れにご注意を

　特別な事情もなく保険税を滞納し、納付相談などにも応じない場合は、未納期間に応じて下記

のような措置がとられます。保険税の滞納は、国保の加入者全員に迷惑をかけることになります。

　保険税は必ず納めましょう。

■資格に関するお問合せ　住民課国保年金係(内線2132～2134)
■納付に関するお問合せ　税務課収納係(内線2107)

延滞金などを徴収される場合

があります。すみやかに納め

ましょう。

督促が行われたあとにも納め

ないでいると、通常の保険証の

代わりに、有効期間の短い短期

被保険者証が交付されます。

保険税を納めないまま納期限

から１年を過ぎると、保険証

を返却しなければいけませ

ん。代わりに資格証明書が交

付されます。

保険税を納めないまま納期限

から１年６か月を過ぎると、

国保の給付が全部、または一

部差し止めになります。

①納期を過ぎると督促 ②短期被保険者証を交付

④国保の給付差し止め
③資格証明書を交付

そのほかに、財産の差し押さえなど

の処分を受ける場合もあります。

短期被保険者証に

なると・・・

保険証の有効期間

が短くなります。

３か月ごと(18歳
未満の方は６か月

ごと)に更新が必要

となります。

資格証明書とは・・・

国保の被保険者であるこ

とを証明するだけのもの

です。お医者さんにかか

るときには医療費をいっ

たん全額自己負担するこ

とになります。

どうしても納付が難しいときは相談を

　特別な事情により保険税の納付が困難なときには、申請により保険税の分割納付などができる場合

があります。どうしても納付が難しいときには滞納のままにせず、担当の窓口へご相談ください。

■お問合せ　福祉課健康係(内線2121～2124）

 
　満１歳のお誕生日を迎えたらＭＲ(麻し

ん・風しん)の予防接種を受けましょう。

　また、すこやか健診等の日程一覧表は、

町ホームページに掲載しています。

３月

３月３日(木)【１歳６か月児健診】

　●対　象　Ｈ26年７月～８月生
　●受　付　13:00～13:15
　●場　所　町文化センター

　●内　容　身体計測、内科、歯科、

　　　　　　栄養指導、歯科指導、保健指導

　●持ち物　母子手帳、ふじさきっず、問診票

　　　　　　バスタオル等

３月１０日(木)【３歳児健診】

　●対　象　Ｈ24年７月～８月生
　●受　付　12:30～12:45
　●場　所　町文化センター

　●内　容　身体計測、内科、歯科、耳鼻科、

　　　　　　視力、聴覚、尿検査、精神発達、

　　　　　　栄養指導、保健指導

　●持ち物　母子手帳、ふじさきっず、問診票

　　　　　　バスタオル等

３月１７日(木)【１０か月児健康相談】

　●対　象　Ｈ27年４月～Ｈ27年５月生
　●受　付　9:30～9:45
　●場　所　町文化センター

　●内　容　身体計測、離乳食のお話・試食、

　　　　　　生活リズムや発達のお話

　●持ち物　母子手帳、ふじさきっず、問診票

　　　　　　バスタオル等

※参加ご希望の方は７日前までにご連絡ください。

３月１７日(木)【母子健康相談】

　●対　象　妊婦・生後３か月以上の乳幼児

　●受　付　10:00～11:00
　●場　所　町文化センター

　●内　容　妊娠中のアドバイス、

　　　　　　乳幼児の身体計測、育児相談

　●持ち物　母子手帳、ふじさきっず、

　　　　　　バスタオル等

３月２日(水)・１６日(水)【こころの健康相談】

　●時　間　9:00～12:00
　●場　所　(２日）常盤老人福祉センター

　　　　　　(16日）藤崎老人福祉センター

３月１１日(金)・１８日(金)【傾聴サロン】

　●時　間　13:00～15:00
　●場　所　(11日）町文化センター
　　　　　　(18日）常盤老人福祉センター

広
報
ふ
じ
さ
き
有
料
広
告

　１月１日(金・祝)に行われた「第353回常
盤八幡宮年縄奉納行事」でのひとコマ。

　水ごりを行った締込姿の男性

たちが「サイギ、サイギ」の掛

け声とともに、年縄を担いで練

り歩きました。そして無事に年

縄を奉納し、五穀豊穣や家内安

全を祈願しました。

～表紙の説明～～表紙の説明～

性

掛

練

年

安
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藤崎町図書館
　　　　大夢
　75－2288としょかんだよりとしょかんだよりとしょかんだよりとしょかんだよりとしょかんだよりとしょかんだより

◎藤崎町図書館 大
たい む

夢 休館日
☆２月の休館日　

１日(月)・８日(月)・11日(木・祝)・15日(月)・

21日(日)～26日(金)・28日(日)・29日(月)

※２月２８日(日)は図書整理のため休館させていただきます。

柳
社

◎第154回芥川賞・直木賞受賞作品・候補作品の紹介
☆芥川賞
○「死んでいない者」　　　　　　　滝口 悠生‖著（受賞作)
○「異類婚姻譚」　　　　　　　　本谷 有希子‖著（受賞作)
○「家へ」　　　　　　　　　　　　　石田 千‖著（候補作)
○「異郷の友人」　　　　　　　　　上田 岳弘‖著（候補作)
○「シェア」　　　　　　　　　　　加藤 秀行‖著（候補作)
○「ホモサピエンスの瞬間」　　　　松波 太郎‖著（候補作)
☆直木賞
○「つまをめとらば」　　　　　　　青山 文平‖著（受賞作)
○「ヨイ豊」　　　　　　　　　　　梶 よう子‖著（候補作)
○「戦場のコックたち」　　　　　　深緑 野分‖著（候補作)
○「羊と鋼の森」　　　　　　　　　宮下 奈都‖著（候補作)
○「孤狼の血」　　　　　　　　　　柚月 裕子‖著（候補作)

◎おはなし会開催のおしらせ
☆定例おはなし会

・・い　　つ　２月13日(土) 　午前10時～午前10時45分

・・ど こ で　常盤生涯学習文化会館「児童室」

・・おはなし　ときわっ子本の会

　　テーマ：「心あたたまるおはなしを」

・本の内容を覚えて語り聞かせる手法(ストーリーテリング)

　で語ります。

・・対　　象　小学生、その他おはなしの好きな方

※始まりの時間に間に合わないと中に入れませんので、

　開始時間前までにおいでください。

☆定期おはなし会「おはなしのとびら」

・・い　　つ　２月20日(土)　午前10時～午前11時

・・ど こ で　藤崎町図書館 児童室「よいこのくに」

・・おはなし　わっこの会

　　テーマ：おはなしのくにからメッセージ

　　　　　　「旅の絵本 Ⅶ　中国編」

　　　　　　「王さまと九人のきょうだい」

　　　　　　「サルビルサ」ほか

・対　　象　幼児・児童(保護者含む)

◎最新着図書
☆一般図書　　　　　　
○「光合成細菌  採る・増やす・とことん使う」 佐々木 健‖著
○「面白くて眠れなくなる遺伝子」　　　　　　竹内 薫‖著
○「やさしいチョコレートのお菓子」　　　 飯塚 有紀子‖著
○「一〇三歳、ひとりで生きる作法」　　　　 篠田 桃紅‖著
○「戦旗」大坂の陣 最後の二日間　　　　　　松永 弘高‖著
○「関羽を斬った男」　　　　　　　　　　　吉川 永青‖著
○「江ノ島西浦写真館」　　　　　　　　　　　三上 延‖著
○「踊り子と将棋指し」　　　　　　　　　　　坂上 琴‖著
○「ブラック・ヴィーナス」投資の女神　　　　城山 真一‖著
○「コンカツ！」　　　　　　　　　　　　　　桔梗 楓‖著
○「家族の横顔」　　　　　　　　　　　　　澤地 久枝‖著
○「あの人が同窓会に来ない理由」　　　はらだ みずき‖著
○「あなたの人生、逆転させます」　　　　　　小笠原 慧‖著
○「日時計」　　　　　　　　　シャーリイ・ジャクスン‖著
☆児童図書
○「おもちゃのチャチャチャ」　　　　　　市原 淳‖構成・絵
○「まめまきバス」　　　　　　　　　藤本 ともひこ‖作・絵
○「きみのおうちは」　　　　　　あんどう はるか‖さく・え
○「なくしものくじら」　　　　　　　　　　初田 たくみ‖著
○「ロベルトのてがみ」　　　　マリー・ホール・エッツ‖作
☆郷　土　　　　　　　　　　　
○「岩木山を科学する２」　「岩木山を科学する」刊行会‖編
○「青森共和国のオキテ100カ条」　　　伊奈 かっぺい‖監修
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ほか
※都合により、一部納期が遅れることがあります。

◎図書館蔵書点検に伴う休館のお知らせ
期間：２月22日(月)～２月26日(金)

　蔵書点検期間は、１年に１回館内全ての本の所在・

汚破損等の確認を行っております。ご不便をおかけし

ますが、ご協力お願いします。

※蔵書点検期間中に本の貸し出しはできません。

※休館日に図書返却する場合は、正面玄関脇に設置の

「返却ポスト」をご利用ください。

※「県立図書館オンラインサービス・遠隔地サービス」を

ご利用の方は、ふれあいずーむ館窓口へお越しください。

　

12
月
11
日(

金)

、
17
日(

木)

常
盤
生

涯
学
習
文
化
会
館
に
お
い
て
「
エ
コ
ク

ラ
フ
ト
講
座
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

県
環
境
マ
イ
ス
タ
ー 

成
田
繁
子

氏
を
講
師
に
迎
え
、
エ
コ
ク
ラ
フ
ト

テ
ー
プ
で
フ
タ
付
き
カ
バ
ン
と
か
ご

を
作
り
ま
し
た
。
フ
タ
付
き
カ
バ
ン

は
網
代
編
み(

三
内
丸
山
遺
跡
か
ら

出
土
し
た
ポ
シ
ェ
ッ
ト
と
同
様
の

編
み
方)

、
か
ご
は
追
い
か
け
編
み
、

引
き
返
し
編
み
な
ど
数
種
の
編
み
方

で
作
り
ま
し
た
。

　

受
講
生
は
講
師
の
指
導
の
も
と
、

お
互
い
に
協
力
し
合
っ
て
ス
テ
キ
な

カ
バ
ン
と
か
ご
を
完
成
さ
せ
ま
し
た
。

　

受
講
生
か
ら
は
「
編
み
方
が
難
し

く
、
思
っ
た
よ
り
時
間
が
か
か
っ
て

し
ま
い
ま
し
た
が
そ
の
分
、
自
分
の

作
品
が
完
成
し
た
時
の
喜
び
は
と
て

も
大
き
か
っ
た
で
す
。
ス
テ
キ
な
カ

バ
ン
が
出
来
ま
し
た
。
」
と
完
成
し

た
作
品
に
大
満
足
の
様
子
で
し
た
。

　

ふ
じ
さ
き
ス
ポ
ー
ツ
チ
ャ
レ
ン
ジ

ポ
イ
ン
ト
ラ
リ
ー
の
締
切
が
３
月
31
日

と
迫
っ
て
き
ま
し
た
。
エ
ン
ト
リ
ー

シ
ー
ト
に
ポ
イ
ン
ト
シ
ー
ル
を
貼
り
、

１
枚
目
の
シ
ー
ト
が
た
ま
っ
た
ら
、
ス

ポ
ー
ツ
プ
ラ
ザ
藤
崎
ま
た
は
常
盤
生
涯

学
習
文
化
会
館
へ
提
出
し
エ
ン
ト
リ
ー

と
な
り
ま
す
。
シ
ー
ト
が
た
ま
っ
て
い

る
の
に
提
出
し
て
い
な
い
方
は
忘
れ
ず

に
提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

◆
お
問
合
せ

ス
ポ
ー
ツ
プ
ラ
ザ
藤
崎

　

☎
75
ー
３
３
２
３

「
藤
崎
フ
ォ
ト
ク
ラ
ブ
会
員
展
」

　

毎
年
こ
の
時
期
に
開
催
し
て
11
回

目
に
な
り
ま
す
。
開
催
を
心
待
ち
に

し
て
訪
れ
る
お
客
様
が
年
々
、
増
え

続
け
て
い
ま
す
。

　

そ
の
理
由
は
ど
こ
に
あ
る
の
か
。

昨
年
の
お
客
様
ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら
感

想
を
ひ
ろ
っ
て
み
る
と
、
「
と
て
も

な
ご
み
ま
し
た
。
い
つ
も
見
て
い
る

風
景
に
こ
ん
な
場
面
が
あ
っ
た
と
は
。

じ
っ
く
り
我
が
ふ
る
さ
と
を
楽
し
ま

な
く
て
は
。」(

60
代
女
性　

藤
崎
町)

「
会
の
楽
し
い
雰
囲
気
が
伝
わ
る
あ

た
た
か
い
展
示
で
し
た
。」(

40
代
男

性　

青
森
市)

「
い
ず
れ
も
素
晴
ら

し
い
作
品
。
自
然
の
素
晴
ら
し
さ
、

人
々
の
ふ
れ
あ
い
の
大
切
さ
を
再
認

識
し
ま
し
た
。」(

70
代
女
性　

弘
前

市)

ほ
か
多
数
。

　

一
枚
の
写
真
に
心
が
動
く
、
ほ
っ

と
す
る
、
撮
影
の
話
を
聞
く
、
な
ど

い
ろ
い
ろ
な
楽
し
み
方
が
あ
り
ま
す
。

今
年
も
皆
さ
ん
の
ご
来
場
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

◆
日　

時

　

２
月
26
日(

金)

〜
３
月
６
日(

日)

　

午
前
９
時
〜
午
後
４
時
30
分

　

※
最
終
日
は
午
後
３
時
ま
で

◆
休
館
日　

　

2
月
29
日(

月)

◆
入
館
料　

無
料

◆
会
場
・
お
問
合
せ

常
盤
ふ
る
さ
と
資
料
館
あ
す
か

　

☎
65
ー
４
５
６
７

紫
柳
社

十
二
月
例
句
会 

入
選
作
品
抄

　

題 ｢

お
み
く
じ
」「
親
子
」

　
　

 ｢

終
り
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

清
水　

川
魚

お
み
く
じ
は
大
吉
挙
式
待
つ
二
人

天
寿
ま
っ
と
う
眠
っ
た
よ
う
な
顔
で
逝
き

人
類
の
終
り
だ
核
が
核
を
攻
め

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

福
井　

藤
人

一
年
を
こ
の
お
み
く
じ
に
賭
け
て
見
る

晴
れ
舞
台
め
ざ
し
親
子
の
泣
き
笑
い

執
念
で
始
終
く
ぐ
っ
た
修
羅
の
道

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

田
中
さ
ち
子

大
吉
が
財
布
の
奥
で
出
番
待
つ

い
よ
い
よ
か
親
の
介
護
は
子
の
課
題

無
人
駅
こ
こ
か
ら
先
は
過
疎
の
村

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

野
呂　

文
坊

大
吉
を
引
き
七
億
も
買
っ
て
み
る

遺
産
分
け
親
子
の
道
が
遠
く
な
る

終
章
の
願
い
畳
で
発
つ
楽
土

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ち
ょ
ち
ょ
じ

凶
が
出
て
何
も
か
わ
ら
ぬ
飯
三
度

母
に
手
を
引
か
れ
た
今
は
母
の
手
を

最
終
回
ド
ン
デ
ン
返
し
を
待
つ
フ
ァ
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

加
川　

川

反
論
の
お
み
く
じ
持
っ
て
い
る
強
み

防
災
訓
練
親
子
仲
良
く
呼
応
す
る

お
み
く
じ
を
粗
末
に
し
な
神
の
国

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

成
田　

波
麻

大
吉
を
引
い
た
夫
に
嫉
妬
す
る

親
と
子
の
晩
酌
恙
な
い
夕
餉

終
括
の
準
備
済
ま
せ
て
い
る
余
生

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

福
井　

朗
風

お
み
く
じ
が
自
分
の
迷
い
解
い
て
く
れ

最
高
の
教
師
無
学
な
父
と
母

何
も
か
も
水
に
流
そ
う
除
夜
の
鐘

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

木
村　

羊
川

わ
が
子
抱
く
息
子
写
真
の
父
に
似
て

打
ち
止
め
の
拍
子
木
次
回
を
期
待
さ
せ

抜
群
の
運
動
神
経
目
指
す
五
輪
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○
環
境
土
木
工
学
科　

10
名

◆
訓
練
期
間

　

両
科
と
も
２
年

　

(

平
成
28
年
４
月
〜
平
成
30
年
３
月)

◆
応
募
資
格

　

高
等
学
校
卒
業
者(

見
込
み
含
む)

　

ま
た
は
同
等
以
上
の
学
力
を
有
す

る
者

◆
願
書
受
付
期
間

　

２
月
10
日(

水)

ま
で

◆
試
験
日　
　

２
月
18
日(

木)

◆
合
格
発
表　

２
月
25
日(

木)

※
詳
細
に
つ
い
て
は
お
問
合
せ
く
だ

　

さ
い
。

【
お
問
合
せ
】

　

青
森
県
立
青
森
高
等
技
術
専
門
校

　

☎
０
１
７
ー
７
３
８
ー
５
７
２
７

　

冬
の
道
は
大
変
滑
り
や
す
く
転
倒

事
故
の
危
険
が
高
ま
り
ま
す
。

　

雪
が
積
も
っ
て
い
な
い
場
合
で
も
、

路
面
が
凍
結
し
て
い
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
の
で
、
自
転
車
の
利
用
は
控
え

ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
自
動
車
を
運
転
す
る
際
も

ス
リ
ッ
プ
事
故
等
に
は
気
を
つ
け
ま

し
ょ
う
。

【
お
問
合
せ
】

　

藤
崎
町
交
通
安
全
対
策
協
議
会

　

(

総
務
課
防
災
係
内)

　

☎
75
ー
３
１
１
１

　

(

内
線
２
２
０
８
、
２
２
０
９)

役場（75－3111） 常盤出張所（65－2111） 上下水道課（75－6025） 教育委員会　　(69－5010） ずーむ館（75－2288） 常盤生涯学習文化会館（65－3100） 町文化センター（75－3311） お知らせ

平
成
27
年
度
全
国
統
一
防
火
標
語

｢

無
防
備
な 

心
に
火
災
が 

か
く
れ
ん
ぼ｣

ガ
ス
器
具
を
正
し
く
使
用
し
ま
し
ょ
う

　

厳
し
い
冬
は
、
ご
家
庭
で
ガ
ス
を

使
用
し
て
の
温
か
い
食
事
や
鍋
物
な

ど
で
食
卓
を
囲
む
こ
と
が
と
て
も
多

く
な
る
季
節
で
す
。
し
か
し
、
ガ
ス

は
使
用
方
法
を
間
違
え
る
と
火
災
に

つ
な
が
る
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。

　

使
用
方
法
を
守
っ
て
ガ
ス
を
正
し

く
安
全
に
使
用
し
ま
し
ょ
う
。

①
着
火
・
消
火
は
必
ず
目
で
確
認

②
青
い
炎
で
使
用
す
る

　

(

赤
い
炎
で
は
不
完
全
燃
焼
が
考

　

え
ら
れ
る
た
め)

③
使
用
中
は
器
具
か
ら
離
れ
な
い

(

風
や
煮
こ
ぼ
れ
で
火
が
消
え
た
り
、

天
ぷ
ら
油
に
着
火
し
大
変
危
険
で

あ
る
た
め)

④
室
内
で
は
換
気
扇
を
回
し
、
時
々

　

窓
を
開
け
て
十
分
に
換
気
す
る

(

換
気
が
十
分
に
行
わ
れ
な
い
と
、

酸
素
が
不
足
し
、
不
完
全
燃
焼
を

必
要
事
項
を
記
入
し
た
「
防
火
対
象

物
使
用
開
始(

変
更)

届
出
書
」
を
消

防
に
届
出
し
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。

届
出
が
必
要
と
な
る
主
な
場
合

○
新
築
、
増
築
や
改
築
な
ど
に
よ
っ

て
事
業
所
部
分
の
床
面
積
が

１
５
０
㎡
以
上
と
な
る
場
合

○
地
階
、
無
窓
階
の
床
面
積
が
50
㎡

以
上
と
な
る
場
合

○
全
部
ま
た
は
一
部
が
今
ま
で
と
異

な
る
事
業
用
途
に
変
更
と
な
る
場
合

○
事
業
所
の
名
称
な
ど
に
変
更
が
生

　

じ
る
場
合

　

届
出
書
に
は
案
内
図
・
配
置
図
・

平
面
図
な
ど
の
建
築
関
係
図
面
を
添

付
し
て
２
部
提
出
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
建
物
規
模
に
よ
っ
て

は
消
火
器
な
ど
の
消
防
用
設
備
の
設

置
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

使
用
開
始
届
出
書
を
ま
だ
提
出
し

て
い
な
い
事
業
所
は
、
速
や
か
に
届

出
す
る
と
と
も
に
、
防
火
対
策
は
大

丈
夫
か
、
今
一
度
、
冷
静
な
目
で
周
囲

を
見
直
し
、
不
安
な
こ
と
が
あ
り
ま

し
た
ら
遠
慮
な
く
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
お
問
合
せ　

　

弘
前
消
防
本
部
予
防
課

　

 

32
ー
５
１
０
４

　

東
消
防
署
北
分
署

　

 

75
ー
３
３
３
３

　

ま
た
は
最
寄
り
の
消
防
署
、
分
署
へ

消
防
だ
よ
り

東
消
防
署
北
分
署　

☎ 

75
ー
３
３
３
３

起
こ
す
お
そ
れ
が
あ
る
た
め)

⑤
使
用
後
は
ガ
ス
の
元
栓
を
閉
め
る

(

特
に
お
や
す
み
前
や
お
出
か
け

前
に
は
要
確
認
、
ま
た
ゴ
ム
管
が

し
っ
か
り
は
ま
っ
て
い
る
か
、
損

傷
が
な
い
か
注
意
す
る)

ガ
ス
く
さ
い
と
感
じ
た
ら
…

○
火
気
は
絶
対
に
使
用
し
な
い

　

(

換
気
扇
、
電
気
の
ス
イ
ッ
チ
に

　

は
手
を
触
れ
な
い)

○
窓
を
静
か
に
開
け
て
換
気
す
る

○
手
元
の
ガ
ス
栓
や
メ
ー
タ
ー
ガ
ス

　

栓
を
閉
め
、
取
扱
店
・
販
売
店
に

　

連
絡
す
る

防
火
対
象
物(

事
業
所)

の
使
用

開
始
を
届
出
し
て
い
ま
す
か

　

建
築
物
を
様
々
な
業
種
で
使
用
す

る
場
合
は
、
火
災
予
防
条
例
に
よ
り

使
用
す
る
７
日
前
ま
で
に
、
事
業
所

の
名
称
・
所
在
・
用
途
・
収
容
人
員
な
ど

※
こ
の
欄
に
載
せ
た
く
な
い
方
は
、

届
出
の
時
に
、
窓
口
に
申
し
出
て

く
だ
さ
い
。

窓籍戸 の 12月届出分

お
誕
生
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　
　
　
　
　
　

 (　

）
内
保
護
者

西
豊
田
三　

小
田
桐
悠ち

か華(

悠
太)

俵　

舛　

福
士　

幾い

く

ま万(

広
基)

西
豊
田
三　

田
中　

愛ま

な菜( 

覚 )

福　

島　

古
川　

瑛あ

き

と登(

佑
也)

西
豊
田
二　

成
田　

花か

え衣(

優
佑)

西
豊
田
二　

遠
藤　

心こ

は

る華(

竜
次)

舟　

場　

有
馬　

鈴す

ず

の乃(

健
人)

若　

松　

髙
木　

奏か

な

た汰( 

剛 )

お
悔
や
み
申
し
あ
げ
ま
す

福　

島　

鈴
木　

健
治( 

85 )

館
川
町　

浅
瀬
石　

剛( 

54 )

伝　

馬　

佐
藤　

忠
行( 
72 )

伝　

馬　

野
呂　

 

修 ( 

89 )

小　

畑　

三
上
み
き
え( 

66 )

徳　

下　

對
馬　

義
雄( 

92 )

常　

盤　

羽
賀　

陸
郎( 

94 )

常　

盤　

髙
木　

富
江( 

73 )

福　

島　
　

田　

京
子( 

76 )

福　

島　

鎌
田　

 

清 ( 

85 )

矢　

沢　

成
田
登
美
枝( 

84 )

２月の町税等の納期
納期限は２月２９日(月)です

●介護保険料　　　　　　　第８期

●後期高齢者医療保険料　　第８期

●国民健康保険税　　　　　第８期

県内の交通事故概況
(12月31日現在)

12月中 前年比 年間累計 前年比

件数 435件 ＋24 3,854件 －279
死者 ３人 －４ 40人 － 14
傷者 548人 ＋51 4,773人 －332

町の人口と世帯数

12月31日現在 前月比

人口　男 7,228人 ±０

　　　女 8,253人 ＋15
合計 15,481人 ＋15
世帯 5,889世帯 ＋12

ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
お
誘
い
あ
わ
せ

の
上
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

◆
日　

時　

２
月
28
日(

日)　

　

午
後
０
時
30
分
〜
午
後
２
時
30
分

◆
場　

所　

　

町
文
化
セ
ン
タ
ー
「
大
ホ
ー
ル
」

◆
出　

演　

常
盤
レ
ク
ダ
ン
ス

　

(

賛
助
出
演)

　

金
木
・
稲
垣
・
田
舎
館
・
弘
前
の

　

ダ
ン
ス
サ
ー
ク
ル

　

(

ゲ
ス
ト)

　

オ
カ
リ
ナ
サ
ー
ク
ル
ポ
ポ
ロ

◆
入
場
料　

無
料

【
お
問
合
せ
】

　

町
文
化
セ
ン
タ
ー　

　

☎
75
ー
３
３
１
１

　

次
の
日
時
・
場
所
で
活
動
し
て
い
ま

す
の
で
、
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

◆
日　

時　

毎
月
第
2
、
４
金
曜
日

　
　
　
　
　

午
前
10
時
〜
正
午

◆
場　

所　

　

町
文
化
セ
ン
タ
ー
「
研
修
室
」

◆
そ
の
他

　

初
心
者
大
歓
迎
で
す
。
ま
ず
は
お

問
合
せ
く
だ
さ
い
。(

お
問
い
合
わ
せ

は
午
後
５
時
ご
ろ
に
お
願
い
し
ま
す)

【
お
問
合
せ
】

　

☎
65
ー
２
２
２
１　

中
畑

◆
訓
練
科
名
お
よ
び
募
集
定
員　

　

○
電
気
工
学
科　
　
　

15
名

栽
培
に
お
け
る
樹
の
生
育
と
収
量

の
経
年
変
化

・
り
ん
ご
「
ふ
じ
」
着
色
系
統
の
果

実
特
性

・
平
成
27
年
に
お
け
る
リ
ン
ゴ
黒
星

病
の
発
生
要
因

・
ぶ
ど
う
「
ス
チ
ュ
ー
ベ
ン
」
の
長

期
貯
蔵
に
お
け
る
灰
色
か
び
病
の

防
除
対
策

・
お
う
と
う
新
品
種

　

「
ジ
ュ
ノ
ハ
ー
ト
」
の
特
性

※
各
種
成
果
の
展
示
、
り
ん
ご
の
試

食
も
行
い
ま
す
。

【
お
問
合
せ
】

　

り
ん
ご
研
究
所
☎
52
ー
２
３
３
１

◆
日　

時

　

２
月
15
日(

月)　

午
後
２
時

◆
場　

所

　

根
子
橋
り
ん
ご
生
産
組
合
冷
蔵
庫

　

周
辺
園
地(

藤
崎
中
央
小
学
校
南
側)

◆
内　

容

り
ん
ご
普
通
樹
の
整
枝
剪
定
技
術

の
基
礎
的
内
容
に
重
点
を
お
い
た

実
地
講
習(

男
性
の
受
講
も
可)

◆
そ
の
他

　

事
前
申
込
不
要
で
す
。

【
お
問
合
せ
】

　

農
政
課
農
政
係(

内
線
２
２
４
５)

　

楽
し
く
一
緒
に
踊
り
た
く
な
る
レ

ク
ダ
ン
ス
を
た
く
さ
ん
用
意
し
て
い

◆
日　

時　

２
月
20
日(

土)

◆
場　

所　

　

町
文
化
セ
ン
タ
ー
「
大
ホ
ー
ル
」

◆
日　

程　

○
正
午
〜
午
後
０
時
30
分　

受
付

○
午
後
０
時
35
分
〜
午
後
１
時
35
分　

講
演

○
午
後
１
時
40
分
〜
午
後
２
時

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
推
進
校
福
祉
作
文
発
表

○
午
後
２
時
５
分
〜
午
後
２
時
25
分

　

社
会
福
祉
協
議
会
職
員
に
よ
る
寸
劇

○
午
後
２
時
35
分
〜
午
後
３
時
50
分　

式
典

◆
申
込
締
切　

　

２
月
12
日(

金)(

一
般
参
加
者)

◆
申
込
方
法　

　

町
内
名
、
人
数
、
送
迎
バ
ス
利
用

の
有
無
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

◆
そ
の
他　

・
参
加
者
全
員
に
粗
品
を
用
意
し
ま

す
の
で
、
申
込
み
の
う
え
参
加
し

て
く
だ
さ
い
。

・
大
会
当
日
は
、
送
迎
バ
ス
を
運
行

し
ま
す
。
送
迎
時
間
は
「
ふ
じ
さ

き
社
協
だ
よ
り
２
月
号
」
で
確
認

し
て
く
だ
さ
い
。

【
申
込
・
お
問
合
せ
】

○
藤
崎
町
社
会
福
祉
協
議
会

　

☎
65
ー
２
０
５
６

○
藤
崎
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

　

☎
75
ー
３
２
３
２

　

り
ん
ご
の
重
点
防
除
害
虫
で
あ
る

「
第
３
回
常
盤
レ
ク
ダ
ン
ス

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
Ｉ
Ｎ
藤
崎
」
開
催

リ
ン
ゴ
コ
カ
ク
モ
ン
ハ
マ
キ
等
か
ら

の
被
害
を
防
ぐ
た
め
の
交
信
攪
乱
剤

『
コ
ン
フ
ュ
ー
ザ
ー
Ｒ
』
の
新
規
設

置
者
を
募
集
し
ま
す
の
で
、
平
成
28

年
度
か
ら
新
た
に
設
置
を
希
望
さ
れ

る
方
は
、
期
日
ま
で
に
書
類
を
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

◆
提
出
期
限　

２
月
22
日(

月)

◆
提
出
書
類　

　

つ
が
る
弘
前
農
協
藤
崎
支
店
内
に

　

設
置
し
て
い
ま
す
。

◆
経　

費　

　

10
ａ
当
た
り
５
７
６
０
円
を
予
定

　

し
て
い
ま
す
。

◆
助
成
金　

　

藤
崎
町
よ
り
購
入
費
助
成
が
あ
る

　

予
定
で
す
。

　

(

平
成
27
年
度
助
成
率

　

１
年
目
１
／
２
、
２
年
目
１
／
３
、

　

３
年
目
１
／
４
、
４
年
目
以
降
０)

【
申
込
・
お
問
合
せ
】

　

藤
崎
町
り
ん
ご
共
同
防
除
組
合

　

連
絡
協
議
会　

事
務
局

　

(

つ
が
る
弘
前
農
協
藤
崎
支
店
内)

☎
75
ー
３
３
２
０

◆
日　

時　

　

２
月
16
日(

火)

　

午
後
１
時
30
分
〜
午
後
４
時

◆
場　

所　

　

平
川
市
文
化
セ
ン
タ
ー

　

「
文
化
ホ
ー
ル
」

◆
発
表
内
容　

・
り
ん
ご
「
ふ
じ
」
の
わ
い
化
密
植

藤
崎
水
墨
画
会
会
員
募
集
の

お
知
ら
せ

「
第
11
回
藤
崎
町
社
会
福
祉
大
会
」

　

開
催
の
お
知
ら
せ

平
成
28
年
度
『
コ
ン
フ
ュ
ー
ザ
ー
Ｒ
』

新
規
設
置
者
募
集
に
つ
い
て

平
成
27
年
度(

第
36
回)

試
験
成
果
・

情
報
発
表
会
の
お
知
ら
せ

女
性
を
対
象
と
し
た
り
ん
ご

剪
定
技
術
講
習
会
の
お
知
ら
せ

雪
道
で
の
自
転
車
の
利
用
は
危

険
で
す
の
で
控
え
ま
し
ょ
う
！

青
森
高
等
技
術
専
門
校

平
成
28
年
度
入
校
生
募
集
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　靑森では寒さが厳しい真冬に、その寒さを利用したおいしい野菜作りが行われています。その一つが、肉厚な葉の食味と、

強い甘味が特徴の「寒じめほうれん草」です。強い甘味が特徴の「寒じめほうれん草」です。

　「寒じめ」は、収穫間近になった葉をわざと寒さに当てる栽培方法です。「寒じめ」することによって葉は凍りつかない　「寒じめ」は、収穫間近になった葉をわざと寒さに当てる栽培方法です。「寒じめ」することによって葉は凍りつかない

ように水分を少なくし、糖分をため込むことから甘味が増し、うま味成分であるアミノ酸含有量やビタミン C、ビタミンＥ、ように水分を少なくし、糖分をため込むことから甘味が増し、うま味成分であるアミノ酸含有量やビタミン C、ビタミンＥ、

βカロチンが上昇します。βカロチンが上昇します。

　その一方、硝酸やえぐ味の原因となるシュウ酸の含有量は減少するので、ほうれん草の苦手なお子様でも食べられます。　その一方、硝酸やえぐ味の原因となるシュウ酸の含有量は減少するので、ほうれん草の苦手なお子様でも食べられます。

　ぜひこの時期に味わってみてください。　ぜひこの時期に味わってみてください。

■材料 ( ２人分 )■材料 ( ２人分 )

　　・・ほうれん草　1束(200g)　・生姜　1かけ(12g)　・ごま油　大さじ1(12ｇ)ほうれん草　1束(200g)　・生姜　1かけ(12g)　・ごま油　大さじ1(12ｇ)
　　  　・豚肉こま切れ　150ｇ　・かたくり粉　小さじ１(3g)　　  　・豚肉こま切れ　150ｇ　・かたくり粉　小さじ１(3g)
　　　  ・しょうゆ　小さじ１(6g)　　　  ・しょうゆ　小さじ１(6g)
  　　　・水　100ml　・かたくり粉　小さじ１(3g)　  　　　・水　100ml　・かたくり粉　小さじ１(3g)　
　　　  　　　  ・しょうゆ　小さじ2(12g)　・オイスターソース　小さじ2(12g)・しょうゆ　小さじ2(12g)　・オイスターソース　小さじ2(12g)
■作り方■作り方

①豚肉にしょうゆとかたくり粉を加えてもみこんでおく。(A)①豚肉にしょうゆとかたくり粉を加えてもみこんでおく。(A)

②生姜はせん切りにし、(B) の調味料を合わせておく。②生姜はせん切りにし、(B) の調味料を合わせておく。

③ほうれん草は、深めのフライパンに底から3～4cm のお湯を沸かし、③ほうれん草は、深めのフライパンに底から3～4cm のお湯を沸かし、
入れたら蓋をして約10秒加熱し、ほうれん草を裏返して蓋をして更入れたら蓋をして約10秒加熱し、ほうれん草を裏返して蓋をして更
に約10秒加熱したら水にとり、しっかり水気を絞り、3cm 長さに切る。に約10秒加熱したら水にとり、しっかり水気を絞り、3cm 長さに切る。
④④フライパンにごま油と生姜を熱して香りが立ってきたら、①の豚肉を炒めるフライパンにごま油と生姜を熱して香りが立ってきたら、①の豚肉を炒める。。

⑤肉に焼き色がついたら (B) の調味料を入れて加熱しながら混ぜ、と⑤肉に焼き色がついたら (B) の調味料を入れて加熱しながら混ぜ、と

ろみがついたらほうれん草を加えて火を止める。ろみがついたらほうれん草を加えて火を止める。

※ほうれん草は、歯ごたえが残る程度にゆでましょう。※ほうれん草は、歯ごたえが残る程度にゆでましょう。

その寒さを利用したおいしい野菜作りが行われています そのその寒さを利用したおいしい野菜作りが行われています その

ふじさキッチンふじさキッチン ■お問合せ■お問合せ　福祉課健康係　福祉課健康係
　　　　　　( 内線 2122)　　　　　　( 内線 2122)

１日３食
、野菜を

食べよう
！

１日３食
、野菜を

食べよう
！

旬を味わう旬を味わう「寒じめほうれん草の中華煮」「寒じめほうれん草の中華煮」

◆日　時　３月５日(土)　午前10時
◆場　所　常盤生涯学習文化会館 多目的ホール
◆内　容　
　○第１部　藤崎いきいき生活大学閉講式式典
　○第２部　記念講演・学習報告
　　　　　　青森県文化財保護審議会長
　　　　　　藤崎いきいき生活大学
　　　　　　「弘前城お引越し見学ツアー講座」講師
　　　　　　講師　今井　二三夫　氏
　　　　　　演題　「弘前城曳屋裏話」

　　　　　　※昨年９月１５日(火)に開講した「弘前城お引越し見学ツアー講座」に
　　　　　　　　かかる学習報告および弘前城曳屋にまつわる内容となっています。

◆お問合せ　生涯学習課・常盤生涯学習文化会館　65－3100

　　「藤崎いきいき生活大学」閉講式を次のとおり開催します。「藤崎いきいき生活大学」閉講式を次のとおり開催します。

　どなたでも入場できますので、皆様お誘い合わせの上、おいでくださるようお知らせします。　どなたでも入場できますので、皆様お誘い合わせの上、おいでくださるようお知らせします。

(A)(A)

(Ｂ)(Ｂ)

（（

（（


